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顕
彰
会
（
中
原
正
男
会
長
）の
ご
協
力
に

よ
り
、六
氏
先
生
の
墓
前
に
て
読
経
し
て

い
た
だ
き
、西
島
孝
一
議
長
の
代
表
献
花

後
、ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
台
北
市
訪
問
で
は
、道
明
の
台

湾
の
教
育
に
か
け
た
情
熱
と
、今
な
お
士
林

区
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
「
芝
山
巌
精
神
」

を
再
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、士
林
区
の
皆

さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
、盛
大
な
歓
迎
を
受

け
、交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
）

た
（
原
本
は
台
北
市
立
美
術
館
所
蔵
）。

　

今
な
お
、士
林
小
学
校
に
残
る
楫
取
道
明

の
足
跡
と
、そ
れ
を
大
切
に
残
し
、語
り
継

い
で
い
る
士
林
区
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に

感
激
し
な
が
ら
小
学
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

　　

２
日
目
は
、台
北
市
の
陳
ち
ん
け
い
し
ゅ
ん

景
峻
副
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、続
い
て
、台
北
市
士
林
区

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。市
民
号
の
参
加

者
が
見
守
る
中
、士
林
区
と
萩
市
の
友
好

交
流
協
力
に
関
す
る
覚
書
に
、江
慶
輝
士

林
区
長
と
野
村
興
兒
萩
市
長
が
調
印
し
ま

し
た
。調
印
式
に
は
、士
林
区
民
で
も
あ
る

呉ご
へ
き
じ
ゅ

碧
珠
台
北
市
議
会
議
長
も
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

道
明
も
眠
る
芝
山
巌
を
訪
問

３
日
目

10
月
４
日

士
林
区
役
所
で
調
印
を
締
結

２
日
目

10
月
３
日

市
民
号
訪
問
を
終
え
て

　
「
士
林
は
台
北
の
国
際
文
化
村
」と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、国
際
文
化
が

地
元
の
生
活
に
充
分
溶
け
込
み
、外
国
人

と
地
元
の
人
た
ち
と
の
文
化
交
流
が
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
、毎
年
、初
秋
に
士
林
国
際

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
約
１
カ
月
間
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
会
場
は
士
林
小
学
校
で
し
た
。

士
林
小
学
校
は
、１
８
９
５
年
６
月
、日
本

に
よ
る
台
湾
統
治
の
開
始
と
同
時
に
伊い
ざ
わ澤

修し
ゅ
う
じ二

が
創
設
し
た
芝し
ざ
ん
が
ん

山
巌
学
堂
を
前
身

と
す
る
、台
湾
で
最
も
古
い
学
校
で
す
。創

設
時
は
、芝
山
巌
（
現
在
の
芝
山
公
園
）に

設
置
さ
れ
、そ
の
後
、現
在
の
場
所
に
移
転

し
た
そ
う
で
す
。当
時
の
校
舎
は
建
て
替

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、講
堂
は
、１
９
１
６

年
に
竣
工
さ
れ
た
風
格
の
あ
る
建
物
で
、

現
在
は
図
書
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。学
校
内
の
広
場
に
設
置
さ
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
の
野
村
萩
市
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、各
ブ
ー
ス
を
江こ
う
け
い
き

慶
輝
士
林
区
長
の

案
内
で
見
学
し
、士
林
小
学
校
長
の
案
内

で
、
校
内
に
あ
る
校
史
館
や
図
書
室
を
見

学
し
ま
し
た
。
校
史
館
に
は
、
日
本
統
治

時
代
の
校
旗
を
は
じ
め
、
当
時
の
貴
重
な

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
号
の

参
加
者
は
、
歴
代
教
職
員
一
覧
の
２
番
目

の
欄
に
「
教
師 

楫
取
道
明　

１
８
９
５

年
５
月
～
１
８
９
６
年
１
月
」
と
い
う
記

載
を
見
つ
け
る
と
、
感
慨
深
く
眺
め
、
写

真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
図
書
室
で
は
、

１
８
９
６
年
に
日
本
画
壇
の
大
家
の
一
人

で
あ
る
浅
井
忠ち
ゅ
うが

伊
澤
修
二
に
餞
別
と

し
て
贈
っ
た
「
湯ゆ
し
ま
せ
い
ど
う
だ
い
せ
い
で
ん

島
聖
堂
大
成
殿
」
の
絵

画
の
複
製
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に
登
場
し
た

楫
取
素も
と
ひ
こ
彦
の
次
男
で
、
吉
田
松
陰
先
生
の

甥
に
あ
た
る
楫
取
道
明
の
没
後
１
２
０
年

と
い
う
節
目
と
な
る
本
年
、道
明
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
台
湾
台
北
市
士
林
区
の
区
長

か
ら
士
林
国
際
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
士
林
国
際
文
化
節
）に
招
待
さ
れ
る
と
と

も
に
、士
林
区
と
萩
市
に
お
い
て
友
好
交

流
協
力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
併
せ
、萩
市
訪
問

団
及
び
市
民
号
と
し
て
、総
勢
38
名
で
台

湾
台
北
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

明治維新150年記念事業

〜楫
か と り

取道
みちあき

明
　　ゆかりの地をめぐる〜

士
林
国
際
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
士
林
国
際
文
化
節
）

と
士
林
小
学
校
を
視
察

１
日
目

10
月
２
日

士林国際文化フェスティバル（士林国際文化節）

調印した覚書を掲げる江慶輝区長
（左）と野村市長

芝山巌六氏先生の墓所

　

３
日
目
は
、台
北
孔
子
廟
の
視
察
や
交

流
協
会
台
北
事
務
所
を
訪
問
後
、最
後
に
、

楫
取
道
明
を
含
む
六ろ
く
し氏

先
生
の
眠
る
芝
山

巌
恵け
い
さ
い
ぐ
う

済
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。楫
取
素
彦

　山口県萩市と台北市士林区は、互いに信頼し、尊重
し、今後共栄及び友好関係を積極的に推進するため
に、以下の協力覚書に双方調印する。
1. 双方の共栄及び信頼関係の維持及び深化のため、民
間交流・教育・観光・文化芸術など広い分野で交流する。
2. 双方の友好関係維持と共に、友好交流に関連する事
業の協力に努める。
3. 本協力覚書は、正本一式２部を日本語と中国語で作
成し、2016 年10月３日に調印する。
　双方が１部ずつ保管し、調印の日から効力を発する。

山口県萩市・台北市士林区友好交流協力覚書
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萩
藩
校
明
倫
館
は
創
建
以
来
、萩
藩
の

人
材
育
成
の
中
枢
を
担
い
、多
く
の
先
達

が
志
を
立
て
、切
磋
琢
磨
し
た
学
び
舎
で

す
。嘉
永
２
年（
１
８
４
９
）に
現
在
の
江
向

の
地
に
移
転
拡
充
ま
し
た
。そ
の
跡
地
に

明
治
中
期
に
は
、市
内
の
諸
小
学
が
明
倫

小
学
校
と
し
て
統
合
さ
れ
、そ
の
後
、多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
こ
こ
で
学
び
ま
し
た
。

　

全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
っ
た
藩
校
明
倫

デ
ザ
イ
ン
、
機
能
と
も
に
特
徴
の
あ
る
木

造
校
舎
で
す
。。

　

こ
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
旧
明
倫
小
学

校
を
改
修
整
備
し
、萩
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、観
光
の
起
点
と
な
る

「
萩
・
明
倫
学
舎
」を
来
年
３
月
４
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。こ
こ
で
は
、次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
、そ
し
て
萩
を
訪
れ
る
人
々

に
、連
綿
と
続
く
萩
物
語
を
伝
え
、継
承
し

て
い
き
ま
す
。

　

教
育
の
充
実
を
望
む
藩
主
毛
利
敬た
か
ち
か
親
の

強
い
意
志
で
、全
国
で
も
有
数
の
藩
校
と
な

り
ま
し
た
。藩
士
の
子
弟
を
教
育
し
た
藩
校

明
倫
館
で
は
洋
学
も
奨
励
し
、私
塾
・
松
下

村
塾
と
と
も
に
日
本
の
近
代
化
を
目
指
す

　

来
年
３
月
４
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

「
萩
・
明
倫
学
舎
」
の
本
館
・
２
号
館

の
開
館
準
備
お
よ
び
管
理
運
営
、
さ
ら

に
は
３
号
館
、
４
号
館
の
今
後
の
施
設

整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
10
月

１
日
付
け
で
企
画
政
策
課
内
の
「
萩
・

明
倫
学
舎
（
旧
明
倫
小
）
整
備
準
備
室
」

を
課
に
格
上
げ
し
た
「
萩
・
明
倫
学
舎

推
進
課
」
を
設
置
し
、
専
任
７
人
、
兼

任
４
人
を
配
置
し
ま
し
た
。

■
職
員
の
人
事
異
動（
10
月
１
日
付
け
）

萩
藩
校
明
倫
館
と
旧
明
倫
小
学
校

〔
部
次
長
級
〕

▽
総
務
企
画
部
次
長
〈
萩
・
明
倫
学
舎

担
当
〉
兼
萩
・
明
倫
学
舎
館
長
（
総
務

企
画
部
次
長
〈
政
策
企
画
・
調
整
、
地

域
振
興
、
広
報
担
当
〉）
柴
田
一
郎

〔
課
長
級
〕

▼
総
務
企
画
部
企
画
政
策
課
長
（
企
画

政
策
課
主
幹
）
香
川
信の
ぶ
よ
し善

▼
総
務
企
画
部
萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課

長
（
企
画
政
策
課
長
）
井
本
義よ
し
の
り則

※
課
長
級
以
上
で
、
本
務
に
異
動
が
あ

っ
た
職
員
の
み
掲
載
。

※（　

）内
は
旧
所
属
、本
務
の
み
表
示
。

人
材
を
多
く
輩
出
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、そ

の
跡
地
に
誕
生
し
た
明
倫
小
学
校
で
も
初

等
教
育
の
場
と
し
て
、伝
統
あ
る
明
倫
館
の

学
風
と
教
育
精
神
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
棟
残
る
木
造
校
舎
は
先
人
の
研
鑽
と

足
跡
を
確
か
な
も
の
と
し
て
今こ
ん
に
ち日
に
伝

え
、
受
け
継
が
れ
た
進
取
の
精
神
に
よ
り

培
わ
れ
た
各
時
代
の
萩
の
教
育
を
継
承
し

た
学
び
舎
と
し
て
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
旧
明
倫
小

学
校
の
特
色
あ
る
外
観
を
損
な
わ
な
い
よ

う
保
存
整
備
す
る
と
と
と
も
に
、
館
内
で

は
萩
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
等
の
魅
力
を

十
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
修

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課（
２
５
・
３
１
１
７
）

館
の
跡
地
に
昭
和
10
年
に

建
設
さ
れ
、
平
成
26
年
３

月
ま
で
実
際
に
授
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て

い
る
藩
校
明
倫
館
跡
地
に

は
貴
重
な
藩
校
の
遺
構
と

と
も
に
、
昭
和
初
期
に
建

築
さ
れ
た
大
型
の
木
造
校

舎
４
棟
が
80
年
を
経
過
し

た
現
在
も
当
時
の
ま
ま
残

っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も

類
を
見
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
本
館

は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
、
東
西
両
端
と
中
央
玄

関
に
は
孔こ
う
し
び
ょ
う

子
廟
と
同
様
の

鴟し

び尾
が
置
か
れ
る
な
ど
、

最大時には3,000人が学んだ明倫小学校（昭和30年代の運動会）

萩・明倫学舎 ３オープン！３月４日 もっと知りたい

藩
校
跡
に
建
つ
日
本
最
大
の

木
造
校
舎
群

藩
校
明
倫
館
か
ら
受
け
継
が
れ
た

進
取
の
精
神
を
後
世
に

萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課
を
設
置

　 　

10
月
14
日 

今
日
は
何
の
日
。「
汽

笛
一
声
新
橋
を
…
」、
明
治
５
年
の

こ
の
日
、
我
が
国
で
初
の
鉄
道
が
開

設
。
こ
の
記
念
日
に
萩
駅
舎
の
前
に

鉄
道
の
父
井
上
勝
翁
の
銅
像
を
建
立

し
、
ご
子
孫
も
お
招
き
し
盛
大
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
る
。
翁
は
長
州
フ
ァ

イ
ブ
の
一
員
と
し
て
英
国
に
学
び
、

帰
国
後
は
鉄
道
敷
設
に
貢
献
し
、
日

本
の
鉄
道
の
父
と
讃た
た

え
ら
れ
る
。

　

20
年
前
、
平
成
８
年
の
同
日
、
県

立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が
開
館
。

萩
出
身
の
浦
上
敏と
し
ろ
う朗

翁
が
心
血
を

注
い
で
収
集
さ
れ
た
浮
世
絵
・
東
洋

陶
磁
の
名
品
の
数
々
を
、
萩
市
へ
の

美
術
館
設
立
を
条
件
に
県
に
寄
贈
。

爾じ
ら
い来

、
当
美
術
館
で
は
美
術
・
工
芸

の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
萩
の
子
ど

も
た
ち
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
多
く
の

作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
な
が
ら

育
っ
て
い
く
。

　

今
、開
館
20
周
年
記
念
の
企
画
展

と
し
て
、浦
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品

の
数
々
が
企
画
展
示
さ
れ
て
い
る
。

翁
の
ふ
る
さ
と
萩
へ
の
熱
い
想
い
に

応
え
る
意
味
か
ら
も
、ぜ
ひ
美
術
館

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.136
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局
の
開
局
75
周
年
を

記
念
し
た
、ド
ラ
マ
「
朗ろ
う
ど
く
や

読
屋
」
の
制
作
・

放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。
山
口
市
出
身
の

詩
人
、
中
原
中
也
の
詩
を
軸
に
、
萩
市
須

佐
を
は
じ
め
県
内
の
美
し
い
風
景
と
詩
の

朗
読
が
響
き
合
う
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
で

心
温
ま
る
物
語
で
す
。

　　

あ
る
日
突
然
、
妻
に
去
ら
れ
、
眠
れ
な

い
日
々
を
過
ご
す
主
人
公
、
西
園
寺
マ
モ

ル
。
深
夜
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
「
24
時

間
図
書
館
」
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
物
語
は
動
き
始
め
ま
す
。

　

中
原
中
也
を
愛
す
る
老
婦
人
と
過
ご
す

ひ
と
と
き
の
な
か
、マ
モ
ル
は
、思
わ
ぬ
形

で
妻
の
思
い
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
23
日
か
ら
萩
市
狐
島
を
は
じ
め
、

山
口
市
な
ど
で
ロ
ケ
が
ス
タ
ー
ト
。
10
月

上
旬
に
は
、
ド
ラ
マ
で
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
24
時
間
図
書
館
「
須
佐
図
書
館
」

な
ど
、須
佐
で
の
ロ
ケ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
は
主
要
出
演
者
５
人
と

脚
本
家
が
山
口
市
で
会
見
を
開
き
、
ド
ラ

マ
へ
の
意
気
込
み
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

▽
吉
岡
秀ひ
で
た
か
隆
さ
ん
（
主
人
公
・
西さ
い
お
ん
じ

園
寺
マ

モ
ル
役
）

　
「
山
口
県
の
人
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
ド
ラ
マ
に
な
る
よ
う
に
、
山
口
の
空

気
を
吸
い
な
が
ら
奮
闘
し
て
撮
影
し
て
い

ま
す
」

　
「（
萩
の
印
象
に
つ
い
て
）
以
前
の
作
品

の
ロ
ケ
の
と
き
、
高
杉
晋
作
が
好
き
な
の

で
、
松
下
村
塾
な
ど
を
訪
問
し
た
。
人
物

が
育
つ
、
人
が
人
を
思
い
な
が
ら
成
長
す

る
土
地
柄
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

▽
吉
岡
里り

ほ帆
さ
ん
（
ヒ
ロ
イ
ン
・
図
書
館

の
司
書 

沢
田
ひ
と
み
役
）

　
「
24
時
間
図
書
館
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

地
域
の
人
の
た
め
に
根
付
い
て
い
る
温
か

い
山
口
の
人
の
心
を
感
じ
ま
し
た
」

▽
市
原
悦え
つ
こ子

さ
ん
（
老
婦
人
・
小お
が
さ
わ
ら

笠
原

玲れ
い
こ子

役
）

　
「
大
事
な
人
が
い
な
く
な
っ
た
、
苦
し

◎
山
口
発
地
域
ド
ラ
マ
「
朗
読
屋
」

■
放
送
予
定　

平
成
29
年
１
月
18
日（
水
）

午
後
10
時
～
10
時
59
分

■
放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

■
出
演　

吉
岡
秀
隆
、
吉
岡
里
帆
、
緒
川

た
ま
き
、
市
川
実み

か

こ
日
子
、
前
野
朋と
も
や哉
、
富

岡
英え

り

こ
里
子
、
山
下
真
司
、
市
原
悦
子

■
制
作　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nhk.

or.jp/yam
aguchi/roudokuya/

〈
中
原
中
也
〉

　

山
口
市
生
ま
れ
、詩
人
。昭
和
３
年
に
父

が
逝
去
後
、母
が
中
也
の
２
人
の
弟
を
萩

中
学
に
転
校
さ
せ
約
３
年
萩
市
河
添
に
住

ん
で
い
た
た
め
、東
京
で
暮
ら
し
て
い
た

中
也
も
萩
に
帰
省
し
て
お
り
、萩
の
風
景

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
も
残
り
ま
す
。

須佐が主な舞台となる

朗
ろ う

 読
ど く

 屋
や

来年１月18日（水）放送決定！

〔左から〕緒川たまきさん、市原悦子さん、吉岡秀隆さん、
吉岡里帆さん、山下真司さん、荻上直子さん

み
と
寂
し
さ
、
つ
ら
さ
を
少
し
で
も
表
現

し
た
い
と
思
い
な
が
ら
演
じ
ま
し
た
」

▽
緒お
が
わ川
た
ま
き
さ
ん
（
玲
子
の
世
話
役
・

早
川
役
）

　
「
現
実
と
夢
の
世
界
に
入
り
込
ん
だ
部

分
と
が
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
ム
ー
ド
あ

る
、
山
口
に
ぴ
っ
た
り
な
物
語
で
す
」

▽
山
下
真し
ん
じ司

さ
ん
（
須
佐
の
漁
師
・
倉
田

役
）

　
「
船
の
上
で
吉
岡
（
秀
隆
）
さ
ん
を
海

に
突
き
落
と
す
シ
ー
ン
の
撮
影
が
楽
し

み
。
ど
う
な
る
か
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
も
ら
い
た
い
」

▽
荻お
ぎ
が
み上
直
子
さ
ん
（
脚
本
、「
か
も
め
食

堂
」「
め
が
ね
」等
で
国
際
的
な
賞
を
受
賞
）

　
「
素
敵
な
役
者
さ
ん
と
山
口
の
素
晴
ら

し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、ド
ラ
マ
が
作
ら

れ
る
の
で
完
成
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
」

　

須
佐
地
域
で
の
ロ
ケ
は
、
９
月
29
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
須
佐
漁
港
や
須
佐

湾
で
の
ロ
ケ
か
ら
始
ま
り
、
海
で
の
撮
影

や
弁
天
島
に
渡
る
シ
ー
ン
で
は
、
漁
船
を

使
っ
て
行
わ
れ
、
漁
師
役
の
山
下
真
司
さ

ん
も
乗
船
。

　

ま
た
、
10
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
た
、
主

人
公
・
マ
モ
ル
が
朗
読
に
出
会
う
き
っ
か

け
と
な
る
須
佐
図
書
館
で
は
、
マ
モ
ル
役

の
吉
岡
秀
隆
さ
ん
、
図
書
館
司
書
役
の
吉

ＮＨＫ山口発
地域ドラマ

ス
ト
ー
リ
ー
紹
介

ド
ラ
マ
ロ
ケ
が
ス
タ
ー
ト

岡
里
帆
さ
ん
が
出
演
。
ワ
ン
シ
ー
ン
ご
と

に
、
順
調
に
撮
影
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。須佐図書館でのロケの様子

須
佐
地
域
で
ロ
ケ
が

行
わ
れ
ま
し
た
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市
で
は
、今
年
度
、健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
、

▽
目
指
せ
！
減
塩
！

▽
毎
日
仲
間
と
楽
し
く
体
操
！

▽
地
域
に
出
よ
う
！
活
動
し
よ
う
！

を
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
活
動

し
て
い
る
「
萩
市
健
康
づ
く
り
応
援
隊
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
と
運
動
習
慣

の
定
着
を
目
指
し
て
、保
健
推
進
員
や
食

生
活
改
善
推
進
員
、各
種
健
康
教
室
参
加

者
の
有
志
に
よ
り
「
萩
市
健
康
づ
く
り
応

援
隊
」を
平
成
21
年
に
結
成
し
ま
し
た（
９

月
30
日
現
在
の
登
録
会
員
数
１
３
３
人
）。

　

こ
の
応
援
隊
の
役
割
は
、隊
員
自
ら
が

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、そ

の
活
動
を
、家
族
や
地
域
に
普
及
し
て
い

く
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、地
域
全

萩
市
健
康
づ
く
り
応
援
隊

央
公
園
で
実
施
し
て
い
る
「
萩
だ
い
だ
い

体
操
」の
普
及
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
体
操
は
、萩
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
や
各
地
域
の
敬
老
会
、生
涯
学
習
発
表

会
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
「
萩
だ
い
だ
い
体
操
」は
、応
援
隊
が
自

ら
作
成
し
た
、萩
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操

で
す
。名
前
の
由
来
は
、萩
の
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
「
だ
い
だ
い
」と
、こ
の
体
操
が
代・

・々

続
い
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
こ
め
て

つ
け
た
も
の
で
す
。

　

萩
だ
い
だ
い
体
操
に
は
、「
萩
の
な
な
い

ろ
」と
「
男
な
ら
」の
２
つ
の
体
操
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
効
果
が
あ
る
運
動
で
す
。

　

萩
市
健
康
づ
く
り
応
援
隊
は
、毎
月
第

２
、４
金
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
～
11
時

15
分
の
間
、中
央
公
園
で
「
萩
だ
い
だ
い

体
操
」や
体
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
（
雨
天
の
場
合
は
、萩
市

保
健
セ
ン
タ
ー
）。

　

見
学
か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、楽

し
く
身
体
を
動
か
し
た
い
方
は
、ぜ
ひ
中

央
公
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。オ
レ
ン
ジ

色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
た
応
援
隊
が
、皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

シリーズ⑩ 楽しく体操　萩市健康づくり応援隊

萩だいだい体操（中央公園）

体
の
健
康
意
識
が

高
ま
り
、健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む

人
が
増
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

応
援
隊
の
活
動

は
、各
地
域
の
名

所
を
コ
ー
ス
と
す

る
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
ほ
か
、中

　９月12日から16日にかけて萩市花と緑のまちづくり推進
協議会が審査し、受賞者が決まりました。
◆学校花壇の部（応募21件）

【金賞】弥富小学校
【銀賞】椿東小学校、明倫小学校、椿西小学校
【銅賞】越ヶ浜小学校、相島小・中学校、木間小・中学校、むつみ
中学校
◆地域・職域団体の部（応募５件）

【金賞】白
は く す い

水会館・しらみずクラブ（山田）
【銀賞】高俣福

ふくじゅかい

寿会（高佐下）、吉部福寿会（吉部上）
【銅賞】八

や は た

幡区自治会（上田万）、大島地区環境衛生組合（大島）
◆個人の部（応募４件）

【金賞】柴田静
し ず え

江（須佐）
【銀賞】八

や じ

道芙
ふ み こ

美子（川島）
【銅賞】原田好

み さ と

里（須佐）、小
こ が や

茅恭
き ょ う こ

子（浜崎）
◆ガーデニング・プランターの部（応募５件）

【金賞】関屋俊
と し ふ み

文（椿）
【銀賞】増

ま し の

野絹
き ぬ え

枝（椿東）
【銅賞】救護施設つばき（椿）、須佐公民館放課後
子ども教室（須佐）、萩市教育委員会（江向）

萩剣武会団体戦

全国道場対抗剣道大会
（10月9日　広島県）

［左から］岡村晴
せ い や

矢（長門市仙崎小６年）、佐々木
颯
はやて

（山口市野田中３年）岡村峻
た か ひ ろ

大（山口大学１年、
長門市）、佐々木賢

け ん じ

二（河添）、佐々木哲
て つ や

也（椿東）

学校花壇の部
【金賞】弥富小学校

秋の花いっぱいコンクール受賞者
決 定

ガーデニング・
プランターの部

【金賞】関屋俊文

萩
だ
い
だ
い
体
操
っ
て
？

中
央
公
園
に
集
ま
れ
！

シリーズ 健康長寿のまちをめざして
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生
涯
学
習
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

９
月
17
日
、上う
え
ひ
ろ廣

倫
理
財
団
事
務
局
長

で
社
会
学
博
士
の
丸
山
登の
ぼ
るさ

ん
を
講
師
に

迎
え
、第
２
回
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
が

小お
ば
た
た
か
ま
さ

幡
高
政
生
誕
２
０
０
年
を
記
念
し
、サ
ン

ラ
イ
フ
萩
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
感
じ
た
生
涯

学
習
の
大
切
さ
や
、
シ
ナ
リ
オ
を
学
ん
だ
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
執
筆

中
の
小
幡
高
政
の
半
生
を
描
い
た
「
さ
む
ら

い
夏
み
か
ん
萩
の
誉
れ
」
の
シ
ナ
リ
オ
の
一

部
も
朗
読
す
る
な
ど
、
日
頃
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
内
容
に
、
約
２
０
０
人
の
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

世
界
遺
産
を
着
物
で
散
策 

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

　

萩
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
着

物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
が
、
10
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、
世

界
遺
産
の
城
下
町
周
辺
に
は
、
着
物
を
着
て

写
真
撮
影
を
楽
し
む
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
着
物
に
似
合
う
和
小
物
づ
く
り

体
験
な
ど
が
で
き
る
「
和
の
学
び
舎
」
も
人

気
で
し
た
。

　

今
年
は
、
10
月
23
日
ま
で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
開
催
。
週
末
は
、
あ
か
り
を
灯

し
た
竹
灯
籠
が
城
下
町
を
彩
る
「
萩
・
竹
灯

路
物
語
プ
レ
ミ
ア
ム
」
も
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
で
つ
く
る 

大
島
小
・
中
学
校
運
動
会

　

９
月
17
日
、児
童
・
生
徒
47
人
に
よ
る
大

島
小
・
中
学
校
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。運
営
は
中
学
３
年
生
の
う
ち
の
実
行
委

員
４
人
を
中
心
に
競
技
や
演
技
な
ど
を
企
画

立
案
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
。各
競
技
で

は
、小
・
中
学
生
が
相
互
に
用
具
係
を
担
う
な

ど
、全
員
が
一
丸
と
な
っ
た
運
動
会
で
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
岡
村
芹せ
り
か香

さ
ん
は「
は

じ
め
は
不
安
で
し
た
が
、全
員
の
全
力
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
、前
向
き
に
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。本
番
に
向
け
、み
ん
な
の

心
を
一
つ
に
で
き
た
こ
と
が
大
切
な
思
い
出

と
な
り
、今
ま
で
で
一
番
感
動
し
た
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
は
ぎ
御
膳
」「
は
ぎ
弁
当
」 

10
月
か
ら
提
供
開
始

　

９
月
26
日
、萩
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た「
は

ぎ
御
膳
」「
は
ぎ
弁
当
」
の
完
成
お
披
露
目

会
が
行
わ
れ
、
参
加
店
７
店
に
認
定
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
の
日
本
料
理
店
「
分わ
け

と
く
山や
ま

」
の

総
料
理
長
、
野
㟢
洋ひ
ろ
み
つ光
氏
の
指
導
の
も
と
、

地
魚
な
ど
萩
な
ら
で
は
の
食
材
を
使
用
し
、

ま
た
萩
産
の
桐
箱
や
萩
焼
な
ど
器
に
も
こ
だ

わ
り
、
目
で
も
楽
し
め
る
料
理
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

地
元
の
料
理
人
が
各
々
の
感
性
で
、
愛
す

る
萩
を
「
料
理
」
で
表
現
し
ま
し
た
。
萩
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る「
一
つ
先
の
新
し
い
料
理
」

を
追
求
し
ま
す
。

第
２
回
萩
市
民
大
学
教
養
講
座

講師の丸山登さん

着物姿を記念に写真撮影

大漁旗で作成された自前のハッピで
ヨサコイを踊る中学生

認定を受けた参加店（はぎ御膳４店、はぎ弁当３店）
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田
万
川
地
域
の
医
療
の
拠
点 

田
万
川
診
療
所
が
開
所

　

田
万
川
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
回
復
と
、

地
域
の
健
康
や
医
療
の
拠
点
と
し
て
、田
万
川

診
療
所
が
10
月
４
日
か
ら
診
療
開
始
す
る
の
に

先
立
ち
、10
月
１
日
、関
係
者
約
80
人
が
参
加
し

て
開
所
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。野
村
市
長
は

「
東
部
地
域
の
医
療
の
確
保
は
課
題
だ
っ
た
が
、

多
く
の
人
の
努
力
で
開
所
で
き
た
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。ま
た
、河
井
裕ひ
ろ
ゆ
き幸
診
療
所
長
は

「
地
域
の
人
の
健
康
が
守
れ
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
」と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

■
田
万
川
診
療
所（
田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

•
診
療
日
・
時
間　

火
・
木
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

ぼ
く
た
ち
も
萩
焼
作
家
！

　

萩
焼
の
伝
統
工
芸
士
の
資
格
を
も
つ
陶
芸

家
10
人
に
よ
る
茶
碗
や
花
器
、
板
皿
な
ど
の

作
品
や
、
日
用
使
い
の
器
を
展
示
し
た
「
萩

焼
伝
統
工
芸
士
会
作
家
展
」
と
、
今
年
７
月

の
夏
休
み
萩
焼
制
作
体
験
教
室
で
、
小
学
生

が
作
っ
た
皿
や
湯
飲
み
な
ど
を
展
示
し
た

「
僕
も
私
も
萩
焼
作
家
展
」
を
、
渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵

旧
宅
（
江
向
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
ま
で
開
催
し
て
お
り
、
入
場
料

は
無
料
で
す
。
伝
統
的
な
萩
焼
の
作
品
と
、

子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

充実した医療機器が備わった田万川診療所

〜「
萩
焼
伝
統
工
芸
士
会
作
家
展
」「
僕
も
私
も
萩
焼
作
家
展
」〜

萩焼で芸術の秋をお楽しみください

幕
長
戦
争

定
価　

６
２
０
円（
税
込
）

三
宅
紹つ
ぐ
の
ぶ

宣（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

51
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

萩
も
の
が
た
り

　

慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）の
幕
長

戦
争
は
、幕
府
解
体
の
上
で
重
要
な

転
換
点
と
な
っ
た
戦
争
で
す
。兵
力

数
や
財
政
力
は
も
と
よ
り
、西
洋
式

兵
器
に
お
い
て
も
上
回
り
、海
軍
で

は
圧
倒
し
て
い
た
幕
府
に
対
し
、長

州
藩
は
な
ぜ
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
。勝
利
の
真
相
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人「
萩
も
の
が
た
り
」で
は
、ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ「
萩

も
の
が
た
り
」
を
平
成
16
年
か
ら
定
期
的
（
春
・
秋
４
冊
）
に
出
版
し

て
い
ま
す
。

　

高
杉
晋
作
は
「
雷
電
風
雨
」
の
ご

と
く
動
乱
の
幕
末
を
疾
走
し
、
慶
応

３
年
（
１
８
６
７
）
４
月
、
数
え
の

29
で
病
没
し
ま
し
た
。
晋
作
の
妻
マ

サ
の
回
顧
談
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
夫
婦
の
全
て
の
手
紙
、
高
杉
家
の

人
々
の
話
か
ら
、
家
庭
人
と
し
て
の

晋
作
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

■
販
売
所　

市
役
所
総
合
案
内
、
萩

博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学
び
舎
、明
屋
書
店
等

■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た
り

事
務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務
局

（
２
５
・
３
２
３
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・

５
４
５
８
）

わ
が
夫
、
高
杉
晋
作

定
価　

６
２
０
円（
税
込
）

一
坂
太
郎

（
萩
博
物
館
特
別
学
芸
員
）

52

　

今
年
は
四
境
戦
争
（
幕
長
戦
争
）１
５
０
年
、来
年
は
高
杉
晋
作
没
後

１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。
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す
る
林
業
者
に
無
償
に
近
い
価
格
で
売
り

払
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

旧
川
上
村
時
代
の
手
法
も
参
考
に

し
、
費
用
面
等
、
実
際
に
可
能
か
ど
う
か

森
林
組
合
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

　
　
【
市
職
員
の
地
域
行
事
参
加
】

　
　
　

地
域
振
興
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
は
重
要
で
す
が
、
高
齢
化
・
過
疎
化

に
よ
り
地
域
行
事
の
伝
承
を
含
め
、
実
施

自
体
が
困
難
を
極
め
て
い
る
状
況
で
す
。

し
ま
す
。

Ａ　

消
火
栓
の
整
備
は
、む
つ
み
地
域
が

最
も
進
ん
で
い
ま
す
。消
火
栓
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、標
識
等

の
設
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
【
市
道
の
管
理
】

　
　
　

市
道
を
遮
っ
て
い
る
枝
木
が
あ
り

危
な
い
た
め
、市
で
伐
採
を
お
願
い
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。難
し
い
場
合
、運
搬
車
等

の
支
援
が
あ
れ
ば
、地
域
で
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

Ａ　

東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
、道
路

の
維
持
管
理
事
業
の
執
行
を
停
止
し
て
お

り
、大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
　
【
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
】

　
　
　

む
つ
み
グ
ラ
ン
ド
管
理
棟
の
向
か

い
の
男
女
ト
イ
レ
が
何
年
間
も
使
用
不
能

で
す
。秋
に
は
、む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

早
急
に
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

早
急
に
実
態
調
査
を
行
い
、対
応
を

考
え
ま
す
。

　
　
【
消
火
栓
等
の
標
識
設
置
】

　
　
　

積
雪
の
た
め
に
消
火
栓
や
消
火

ホ
ー
ス
格
納
箱
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら

な
く
な
る
た
め
、標
識
の
設
置
を
お
願
い

む
つ
み
地
域

む
つ
み
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
83
人
）

９
月
26
日

　
　
【
携
帯
電
話
不
感
地
帯
の
改
善
】

　
　
　

笹さ
さ
お尾
地
域
で
携
帯
電
話
が
通
じ
る

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Ａ　

江え
ふ
ね舟
、
野の

と

ろ
戸
呂
地
区
の
一
部
に
つ
い

て
は
改
善
し
ま
し
た
。
笹
尾
の
一
部
と

杣そ
ま
き
だ
に

木
谷
地
区
に
つ
い
て
も
事
業
者
に
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
が
、
携
帯
電
話
大
手
３

社
と
も
現
時
点
で
の
計
画
は
な
い
と
の
こ

と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
条
件
が
あ
り
、
該
当

集
落
で
は
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
改
善
に
向
け
一
緒
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
【
市
有
林
の
有
効
活
用
】

　
　
　

川
上
地
域
を
は
じ
め
、
各
地
域
に

伐
採
時
期
を
迎
え
た
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど

の
椎
茸
原
木
に
で
き
る
林
地
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
林
業
振
興
の
た
め
、
必
要
と

ＱＱ

ＱＱ

川
上
地
域

川
上
公
民
館
（
93
人
）

９
月
16
日

川上地域

むつみ地域

今
年
度
、市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

予
算
化
を
し
て
い
ま
す
の
で
、総
合
事
務

所
に
ご
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、早
急

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　市では開かれた行政を推進し、市民参加の
まちづくりを進めていくため、市長が各地域
に出向き、主要施策等について説明します。
　多くの皆さんのご参加をお願いします。

萩・タウンミーティング 今後の開催

■今後の開催日程

地 区 期　日 会　場

福 川 10月18日（火）福栄コミュニティ
センター

紫 福 10月24日（月）福栄農業担い手
育成センター

弥 富 10月31日（月）弥富交流促進
センター

須 佐 11月 7日（月）須佐文化センター

小 川 11月 9日（水）小川交流センター
みのり

江 崎 11月14日（月）田万川コミュニティ
センター

■開催時間　午後７時〜９時
■内容　市の現状と主要施策の説明、質疑
応答

市
の
職
員
が
率
先
し

て
地
域
の
行
事
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ　

各
地
域
で
そ
れ

ぞ
れ
事
情
は
あ
り
ま

す
が
、
市
の
職
員
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地

域
の
伝
統
行
事
等
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

萩・タウンミーティング
〜市長との対話の集会〜

企画政策課（２５・３１０２）問い合わせ
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秋の地域
イベント情報

かわかみふるさとまつり

川上地域の秋の恒例イベントです。楽しい催しや
農林産物等の販売もあります。

11月6日㊐　9:30～15:15
川上公民館とその周辺
○×クイズ、鮎のつかみどり、スギ丸太早
切り競争、梅干しの種飛ばし競争、かき氷
早食い競争、もちまきなど

川上
地域

■と　き
■ところ
■内　容

川上地域コミュニティ協議会 ☎ 0838・54・2121 

江崎漁業さかなまつり

新鮮な魚が大集合！売り切れ御免の鮮魚販売！

11月３日㊍㊗　9:30～12:00
（売り切れ次第終了）
道の駅「ゆとりパークたまがわ」
鮮魚販売、地元漁師の伝統料理いわしの煮
うり150食無料配布、活魚の無料試食、
もちまきなど

田万川
地域

■と　き

■ところ
■内　容

江崎漁業振興組合 ☎ 08387・2・0321

須佐元気もりもり祭り

元気な須佐地域の手づくり祭りを開催。

須佐
地域

11月6日㊐　９:30～15:00
須佐総合事務所駐車場（雨天：須佐文化センター）
農林水産物等即売、飲食物販売、住民参加の元気
ステージ（保育園、小・中学生演技、丸太切り競争、
クイズ、のど自慢、郷土芸能など）

■と　き
■ところ
■内　容

 須佐元気もりもり祭り実行委員会 
☎ 08387・6・2310

「つつじ」収穫大感謝祭

地元特産品が当たる福引抽選会があります。

旭
地域

10月30日㊐　9:00～15:00
（売り切れ次第終了）
農産物加工販売所「つつじ」
明木産新米コシヒカリの無料試食、野菜の販売、
餅つき体験、猪肉入り芋汁の無料配布など

■と　き

■ところ
■内　容

農産物加工販売所「つつじ」 ☎ 0838・55・5031 

農産物加工販売所

むつみふるさとまつり

むつみの輝き未来へたくせ！

11月３日㊍㊗　9:30～14:40
むつみB&G海洋センター前庭
ジャンボしし鍋500食無料配布、小・中
学生による演技と歌のステージ、むつみ神
楽、福引大会、もちまき、猪の焼肉など

むつみ
地域

■と　き
■ところ
■内　容

むつみふるさとまつり実行委員会 ☎08388・6・0211

福栄ふるさとまつり

〜世界遺産登録 1 周年〜
見に行っちゃったかね　たたらの遺跡
11月３日㊍㊗　9:30～15:00
道の駅「ハピネスふくえ」周辺
歌謡ショー、大板山たたら太鼓、神楽舞の
奉納、特産品の販売、もちまき、まつたけ
汁、福引抽選など

福栄
地域

■と　き
■ところ
■内　容

福栄ふるさとまつり実行委員会 ☎ 0838・52・0121
道の駅まつり旭

地域

10月30日㊐　9:00～15:00
（売り切れ次第終了）
道の駅「あさひ」
佐々並産新米コシヒカリおむすびの販売、野
菜・つきたての餅の販売、焼き鳥・焼ソバの
販売など

■と　き

■ところ
■内　容

道の駅「あさひ」 ☎ 0838・56・0278 

地元特産品が当たる福引抽選会があります。

長門峡もみじまつり

ベストシーズンの秋の長門峡で美しい紅葉を満喫
しませんか。

11月３日㊍㊗　10:00～15:00
長門峡竜宮淵駐車場
鮎のつかみどり（予定）、特産品の販売、
じゃんけん大会、もちまきなど

■と　き
■ところ
■内　容

長門峡もみじまつり実行委員会 ☎ 0838・54・2964 

川上
地域

問い合わせ 企画政策課（２５・３８１９）

イベントの秋。各地域で魅力的なまつりが開催されます。
地域のイベントを楽しんでみませんか。

明木地区農業文化祭旭
地域

11月6日㊐　9:30～15:00
旭マルチメディアセンター
農産物・加工品の販売、じゃんけん大会、
お楽しみ抽選会、もちまき、銭太鼓などの
各種公演、作品展示、模擬店など

■と　き
■ところ
■内　容

明木公民館 ☎ 0838・55・0001 

明木の「おいしい」「たのしい」がいっぱい。今年は山口
どこでも紙芝居スタンプラリーの会場になります。
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平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
通
年
予
算
と
し
て
３
１
６
億
５
４
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
世

界
文
化
遺
産
活
用
推
進
に
関
す
る
事
業
、

「
萩
の
創
生
」
に
向
け
た
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
を
活
用
す
る
事
業
な
ど
で
、
５

回
の
追
加
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
補
正
後
の
予
算
額
は
、
歳
入

歳
出
と
も
に
３
３
４
億
１
１
３
０
万
円
と

な
り
、
こ
れ
に
平
成
26
年
度
か
ら
の
継
続

費
逓て
い
じ次
繰
越
８
６
２
０
万
円
、
繰
越
明

許
費
19
億
２
４
１
２
万
円
お
よ
び
事
故

繰
越
し
６
億
８
５
５
２
万
円
を
加
え
た

最
終
予
算
額
は
３
６
１
億
７
１
４
万
円

で
、
予
算
規
模
と
し
て
は
前
年
度
と
比
べ

47
億
１
５
４
０
万
円
（
11
・
６
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
終
予
算
額
に
対
す
る
決
算
額

は
、
歳
入
が
３
３
７
億
９
０
２
９
万

円
、
歳
出
が
３
３
０
億
１
９
７
０
万
円

と
な
り
、
新
市
施
行
後
最
大
規
模
の
決

算
額
で
あ
っ
た
前
年
度
と
比
べ
歳
入
で

34
億
６
４
１
２
万
円
（
9.3
％
）、
歳
出
で

32
億
６
０
７
８
万
円
（
9.0
％
）
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
収
支

は
７
億
７
０
５
９
万
円
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
継
続
費
逓
次
繰
越
の
財
源
と
し
て

８
１
０
７
万
円
、
繰
越
明
許
費
の
財
源
と

し
て
３
億
６
０
４
６
万
円
、
事
故
繰
越
し

の
財
源
と
し
て
１
２
５
１
万
円
を
平
成
28

年
度
へ
繰
り
越
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
繰

越
財
源
の
額
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
、
３
億
１
６
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
34
億
６
４
１

２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に

伴
う
災
害
復
旧
事
業
費
の
減
少
に
よ
る
国

庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金
の
減
少
、萩
・

長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
が
行
う
新
清
掃

工
場
建
設
事
業
お
よ
び
無
田
ヶ
原
口
団
地

整
備
事
業
等
の
大
型
事
業
が
完
了
し
た
こ

と
に
伴
う
地
方
債
の
発
行
額
の
減
少
や
地

方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
に
つ
い

て
、
合
併
算
定
替
に
よ
る
特
例
措
置
が
終

わ
り
、
段
階
的
に
減
少
が
始
ま
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

も
の
の
、
法
人
市
民
税
に
係
る
税
制
改
正

お
よ
び
評
価
替
え
に
よ
る
地
価
の
下
落
等

に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
入
湯
税
を

除
き
減
少
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
税
の
う
ち
入
湯
税
お
よ
び
都

市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
都
市
計
画

事
業
な
ど
一
定
の
事
業
の
費
用
と
す
る
た

め
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

入
湯
税
の
決
算
額
４
７
７
６
万
円
は
、

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
環
境
衛
生
施

設
、
観
光
施
設
の
整
備
、
観
光
の
振
興
お

よ
び
消
防
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
の
決
算
額
３
億
４

８
５
２
万
円
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
公
園
事
業
、
街
路
事
業
、
公
共
下
水
道

事
業
お
よ
び
過
去
の
事
業
で
借
り
入
れ
た

市
債
の
償
還
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
32
億
６
０
７

８
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歳
入
の
減
少
要
因
と
し
て
あ

げ
て
い
る
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
係

る
災
害
復
旧
事
業
費
の
減
少
、
萩
・
長
門

清
掃
一
部
事
務
組
合
が
行
う
新
清
掃
工
場

建
設
事
業
に
伴
う
負
担
金
事
業
お
よ
び
無

田
ヶ
原
口
団
地
整
備
事
業
等
の
大
型
事
業

が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
歳
出
を
性
質
別
で
見
る
と
、
義

務
的
経
費
の
う
ち
扶
助
費
（
▲
６
４
５
３

万
円
）
お
よ
び
公
債
費
（
▲
７
億
３
５
２

８
万
円
）
は
減
少
し
、
退
職
者
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
退
職
手
当
の
増
加
等
に
よ

り
人
件
費
（
５
億
９
７
２
０
万
円
）
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
、

普
通
建
設
事
業
費
（
６
億
８
９
８
２
万

平成 年度27 および決 算 状 況

①
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
（
総
務
費
）

２
０
３
５
万
円

　

萩
市
の
５
資
産
を
含
む
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
来
訪
者
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
の
配
置
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
普
及
啓
発
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

②
福
栄
地
域
世
界
文
化
遺
産
お
も
て
な
し

支
援
事
業
（
総
務
費
）　 

１
０
３
２
万
円

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大
板
山

た
た
ら
製
鉄
遺
跡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
お

も
て
な
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
世
界
文

化
遺
産
活
用
保
存
会
の
活
動
を
支
援
し
、

ま
た
、観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、周
辺
施
設
に
無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
等
を
整
備
し
ま
し
た
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業
（
総
務

費
）　　
　
　
　
　
　
　

 

１
７
０
５
万
円

　

萩
市
の
特
色
を
い
か
し
た
「
地
域
協
力

活
動
」
を
希
望
す
る
都
市
住
民
を
全
国
か

ら
募
集
し
、
８
人
を
採
用
し
ま
し
た
。
観

光
客
受
入
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り
、
萩
の

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

主
な
事
業

　

平
成
27
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
確
定

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
２
５
・
３
４
６
９
）

円
）
は
増
加
し
、
災
害
復
旧
事
業
費
（
▲

14
億
７
０
５
３
万
円
）
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
県
工
事
負
担
金
事
業
費
等

の
減
少
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
全
体
と
し

て
は
、
減
少
（
▲
７
億
８
５
８
２
万
円
）

し
て
い
ま
す
。
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市債（7,4％）
25億180万円 市税（15.9％）

（25.6％）

53億5,766万円

民生費（26.2％）
86億6,378万円

総務費（15.2％）
50億1,412万円

衛生費（7.1％）
23億4,339万円

教育費（13.0％）
42億7,718万円

消防費（4.1％）
13億5,888万円

議会費ほか（0.8％）
2億7,750万円

公債費（12.7％）
41億9,955万円

災害復旧費（5.9％）
19億3,535万円

土木費（4.9％）
16億1,604万円

商工費（4.1％）
13億4,504万円 農林水産業費（6.0％）19億8,887万円

国・県支出金
（21.4％）

72億3,593万円

地方交付税（41.3％）
139億6,802万円

繰入金（1.5％）

諸収入ほか（5.4％）
18億2,028万円

地方譲与税ほか
（4.3％）14億4,565万円

分担金及び負担金
（1.2％）3億9,728万円

使用料及び手数料
（1.6％）5億4,603万円

5億1,764万円
自主財源

（74.4％）依存財源

337億9,029万円330億1,970万円

会計名 市債残高
　 一般会計 295億9,384万円

特
別
会
計

国民健康保険（直診勘定） 2億2,585万円
簡易水道 15億4,372万円
公共下水道 65億2,249万円
特定環境保全公共下水道 2億8,477万円
農業集落排水 28億1,882万円
漁業集落排水 18億220万円
林業集落排水 693万円
特定地域生活排水 8,048万円
個別排水 4,349万円

合　　計 429億2,259万円
平成28年５月31日現在

　

市
債
と
は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
公

共
施
設
の
建
設
な
ど
、
一
時
的
に
多
く
の

資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る

長
期
借
入
金
の
こ
と
で
、
そ
の
借
入
金
を

元
利
償
還
と
い
う
形
で
長
期
間
（
３
年
～

30
年
程
度
）
に
わ
た
っ
て
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、
世
代
間
の
住
民
負
担
を
公
平
に

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

全
会
計
の
市
債
残
高
の
合
計
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
16
億
５
２
７
８
万
円
減
少

し
、
合
併
年
度
の
平
成
16
年
度
末
に
比
べ

約
２
５
２
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
全
会
計
の
基
金
残
高
（
現
物
含

む
）
は
、
平
成
27
年
度
末
で
１
４
３
億

２
２
２
７
万
円
と
な
り
、
平
成
16
年
度
末

に
比
べ
約
32
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

平成27年度
決算額

魅
力
発
信
、
移
住
定
住
の
促
進
、
ふ
る
さ

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
支
援
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

④
東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

（
総
務
費
）　　
　
　
１
億
２
９
８
８
万
円

　

萩
市
東
部
地
域
の
地
域
活
力
を
再
生

し
、
復
興
に
向
け
た
機
運
を
高
め
、
田
万

川
・
須
佐
地
域
に
少
子
化
・
定
住
対
策
と

し
て
市
外
在
住
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て

世
帯
向
け
市
営
住
宅
の
建
設
を
行
い
ま
し

た
。

⑤
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地（
旧
明
倫
小
学

校
）保
存
整
備
事
業（
総
務
費
）

３
億
３
６
９
９
万
円

　

歴
史
的
な
景
観
や
文
化
財
的
価
値
の
高

い
旧
明
倫
小
学
校
の
本
館
と
２
棟
目
に
つ

い
て
、
保
存
・
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

⑥
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
等
支
援
事

業
（
総
務
費
）　　

 

１
億
２
３
５
７
万
円

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、
萩
市

共
通
商
品
券
組
合
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
を
支
援
し
ま
し
た
。ま
た
、

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る

世
帯
や
75
歳
以
上
の
低
所
得
者
の
対
象
者

に
商
品
券
を
配
布
し
ま
し
た
。

⑦
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
民
生
費
）

１
０
４
７
万
円

　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

拡
充
し
て
、新
た
に
小
学
生
の
医
療
費（
保

険
適
用
分
）
に
つ
い
て
一
部
負
担
金
を
除

い
た
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
し
た
。

⑧
高
齢
者
元
気
回
復
短
期
入
所
環
境
整
備

事
業
（
民
生
費
）　　
　

 

３
１
２
８
万
円

　

一
時
的
な
体
力
面
・
精
神
面
の
低
下
に

よ
り
、見
守
り
等
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
を
短
期
間
受

け
入
れ
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、須
佐

福
祉
複
合
施
設
や
ま
び
こ
の
一
部
を
改
修

し
ま
し
た
。

⑨
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
支
援
事
業
（
教

育
費
）　　
　
　
　
　
　
　

 

３
０
６
万
円

　

少
子
化
と
高
等
学
校
進
学
の
多
様
化
が

進
展
す
る
中
、
市
内
の
生
徒
が
地
元
の
高

等
学
校
へ
進
学
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図

る
た
め
通
学
費
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

⑩
小
中
学
校
耐
震
化
事
業
（
教
育
費
）

19
億
４
３
０
８
万
円

　

校
舎（
椿
東
小
、越
ヶ
浜
小
、見
島
小
中
、

大
井
小
中
、
多
磨
小
、
明
木
小
中
、
福
栄

小
）、屋
内
運
動
場
（
多
磨
小
、明
木
小
中
、

大
井
小
中
）
に
つ
い
て
、耐
震
補
強
工
事
、

新
築
工
事
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑪
明
木
図
書
館
整
備
事
業
（
教
育
費
）

　
１
億
１
０
０
万
円

　

明
木
図
書
館
が
老
朽
化
し
耐
震
性
が
な

い
た
め
、
明
木
小
学
校
・
旭
中
学
校
建
設

に
併
せ
て
、
学
校
図
書
館
と
一
体
化
し
た

新
明
木
図
書
館
を
建
設
・
整
備
し
ま
し
た
。

⑫
農
業
施
設
・
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
災
害
復
旧
費
）　　
17
億
８
１
６
３
万
円

　

萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
お
よ
び
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
を
行
い
ま
し
た
。

市
債
残
高
の
状
況

一般会計
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ど
ち
ら
の
比
率
か
ら
も
萩
市
の
財
政
は
健

全
段
階
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
事
務
所
地
域
振

興
部
門
ま
た
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
２
５
・
３
４
６
９
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
度
を
計
る
「
健
全
化
判

断
比
率（
４
指
標
）」と「
資
金
不
足
比
率
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
健
全
化
判
断
比
率
」
は
、
下
表
の
と

お
り
で
、
い
ず
れ
の
数
値
と
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ
い
て
も
、
公

営
企
業
の
各
会
計
と
も
資
金
不
足
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
（
表
は
省
略
）。

　

15
あ
る
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と
も
収
支
は
、

「
０
」
ま
た
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業

は
、
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
た
め
、
事
業

特別会計

※各年度の公表比率は、公表年度の前年度決算に基づく数値です。①②は、萩市の各年度の決
算の実質収支が黒字であること、および、その他の会計で資金不足が生じていないため、「―」
と表示しています。

　健全化判断比率 H28年度
公表数値

H27年度
公表数値

H26年度
公表数値

H25年度
公表数値

早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 － － － － 12.52％以上 20.0％以上

②連結実質赤字比率 － － － － 17.52％以上 30.0％以上

③実質公債費比率 9.3％ 10.3% 10.8% 10.8% 25.0％以上 35.0％以上

④将来負担比率 6.6％ 20.4% 49.0% 45.9% 350.0％以上

に
必
要
な
経
費
を
主
に
使
用
料
等
の
収
入

で
ま
か
な
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
で
す
（
一
部
、
繰
出
基
準
に
よ
る

一
般
会
計
の
義
務
負
担
が
あ
り
）
が
、
収

入
が
不
足
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
多

額
の
繰
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 会計名  歳入  歳出  差引うち一般会計繰入金
土地取得事業 110万円 0 110万円 0

国民健康保険事業
（事業勘定） 84億2,532万円 6億4,087万円 84億2,532万円 0

国民健康保険事業
（直診勘定） 7億266万円 1億1,621万円 7億266万円 0

休日急患診療事業 8,902万円 5,127万円 8,902万円 0

後期高齢者医療事業 8億3,206万円 2億8,021万円 8億1,764万円 1,442万円

介護保険事業 63億9,840万円10億8,715万円 62億4,662万円 1億5,178万円

簡易水道事業 5億3,393万円 1億6,663万円 5億3,393万円 0

公共下水道事業 12億8,008万円 4億5,137万円 12億8,008万円 0
特定環境保全公共下
水道事業 5,753万円 3,420万円 5,753万円 0

農業集落排水事業 5億99万円 3億1,693万円 5億99万円 0

漁業集落排水事業 7億6,994万円 1億9,769万円 7億6,994万円 0

林業集落排水事業 161万円 107万円 161万円 0

特定地域生活排水事業 3,883万円 3,008万円 3,883万円 0

個別排水事業 887万円 652万円 887万円 0

駐車場事業 818万円 0 752万円 66万円

合　　計 196億4,852万円33億8,020万円 194億8,166万円 1億6,686万円

①実質赤字比率　一般会計の赤字の程度を示す指
標で、赤字の場合に表示
②連結実質赤字比率　一般会計の実質赤字額に全
会計の赤字額を合算し、市全体の赤字の程度を示
す指標で、赤字の場合に表示
③実質公債費比率　借入金の返済額の大きさを、
財政規模に対する割合で表示
④将来負担比率　借入金など現在抱えている負債
の大きさを、財政規模に対する割合で表示

財
政
の
健
全
性
に

関
す
る
比
率
の

公
表

平成 年度27 決算状況
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水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
は
、
経
費

の
節
減
な
ど
財
政
運
営
の
健
全
化
に

努
め
た
結
果
、
収
益
的
収
支
差
額
は

７
５
６
１
万
円
、
消
費
税
等
の
影
響
額

を
除
い
た
純
利
益
は
６
５
２
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、川
島
・

堀
内
地
区
等
で
配
水
管
等
の
整
備
・
改

良
工
事
を
実
施
し
管
網
の
整
備
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
北
き
た
だ
に谷

送
水
ポ
ン
プ
所

の
制
御
盤
や
、
大
井
送
水
ポ
ン
プ
所
の

流
量
計
の
更
新
等
、
施
設
の
改
良
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
経
営
の
健
全

　

市
民
病
院
は
、
平
成
12
年
４
月
の
開

院
以
来
16
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
は
、
入
院

患
者
数
が
延
べ
３
万
２
３
２
２
人
、
外

来
患
者
数
が
延
べ
５
万
８
１
７
３
人

で
、
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
は
１
億

３
２
９
９
万
円
の
収
支
不
足
を
生
じ
、

消
費
税
等
の
影
響
額
を
除
い
た
純
損
失

は
１
億
３
４
３
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
入
院
は
６
０
０
人
増

加
し
ま
し
た
が
、外
来
は
７
０
２
２
人
と

大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

整
形
外
科
の
常
勤
医
師
が
１
人
減
員
と

な
り
、平
成
27
年
10
月
に
よ
う
や
く
２

人
体
制
に
戻
り
ま
し
た
が
、市
内
に
整

形
外
科
診
療
所
が
開
設
し
、外
来
患
者

が
分
散
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、救
急
車
に
よ
る
搬
入
患
者
数
は

化
を
図
る
た
め
、
よ
り
一
層
効
率
的
な

財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
良
質

で
安
全
な
水
を
確
保
し
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
道
管
理
課
（
２
５
・
３
３
９
０
）

７
２
０
人
と
前
年
度
か
ら
45
人
増
加
、

手
術
件
数
に
つ
い
て
も
５
３
６
件
と
前

年
度
に
比
べ
26
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
人
工
透
析

に
用
い
る
逆
浸
透
精
製
水
製
造
シ
ス
テ

ム
や
電
子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
、
負
荷
心

電
図
装
置
等
の
医
療
機
器
を
更
新
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
急
性
心
筋
梗
塞
に
対

す
る
急
性
期
医
療
」
の
機
能
や
、「
が

ん
」、「
糖
尿
病
」、「
救
急
医
療
」、「
へ

き
地
医
療
」、「
小
児
医
療
」
な
ど
地
域

で
求
め
ら
れ
る
役
割
を
担
い
、
萩
保
健

医
療
圏
で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
、

住
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
民
病
院
（
２
５
・
１
２
０
０
）

萩市水道事業会計

萩市病院事業会計

企業会計

収入＝26億9,664万円 支出＝28億2,963万円

収入＝1億9,724万円 支出＝4億5,133万円

診療収入等
21億9,230万円

診療材料・
医療機器保守等
24億1,148万円

企業債
8,740万円

補助金 4億6,830万円

企業債償還金
3億5,425万円

建設改良費
9,708万円

不足額2億5,409万円は、
損益勘定留保資金等で
補塡

減価償却費等
3億5,727万円

その他 3,604万円

出資金
1億984万円

支払利息 6,088万円

収支差額 1億3,299万円

収入＝7億8,241万円 支出＝7億680万円

収入＝9,625万円 支出＝2億7,493万円

水道料金
6億1,241万円

施設維持管理費等
4億3,054万円

減価償却費
2億2,404万円

上水道建設改良費
1億3,895万円

上水道企業債償還金
7,093万円

簡易水道
建設改良費
78万円

県負担金
432万円

不足額1億7,868万円は、
損益勘定留保資金等で
補塡

他会計負担金等 7,706万円

支払利息 5,222万円

収支差額 7,561万円その他 9,294万円

簡易水道企業債償還金
6,427万円

他会計負担金等 3,763万円

企業債
5,430万円

平成 年度27 決算状況
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厚
生
労
働
省
の
平
成
26
年
患
者
調
査

に
よ
る
と
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｄ
Ｋ
）

の
総
患
者
数
は
29
万
６
０
０
０
人
で
、

性
別
に
み
る
と
男
性
18
万
５
０
０
０
人
、

女
性
11
万
人
と
い
う
結
果
で
し
た
。 

　

総
人
口
約
１
億
２
６
０
０
万
人
に
対
し

て
０
・
23
％
つ
ま
り
５
０
０
人
に
１
人
が

Ｃ
Ｄ
Ｋ
患
者
で
、
通
院
ま
た
は
入
院
治
療

を
受
け
て
い
ま
す
。

腎
臓
の
主
な
働
き

　

腎
臓
の
主
な
働
き
を
図
１
に
示
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
尿
を
作
る
作
業
は
水
分
・

塩
分
の
保
持
調
整
機
能
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
血
圧
管
理
や
貧
血
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
骨
の
代
謝
な
ど
に
も
貢
献

し
て
い
る
の
で
す
。

腎
臓
機
能
が
障
害
さ
れ
る
主
な
病
気

　

腎
臓
病
の
主
な
原
因
は
圧
倒
的
に
糖
尿

病
が
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
り
、
次
い
で
高
血

圧
症
、
慢
性
腎
炎
、
少
な
い
頻
度
と
し
て

膠こ
う
げ
ん原
病
、
遺
伝
疾
患
、
膀ぼ
う
こ
う胱
機
能
障
害

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

腎
機
能
が
悪
く
な
る
と
、
腎
臓
と
直
接

関
係
の
な
い
病
気
で
あ
っ
て
も
、
腎
臓
に

負
担
を
か
け
る
検
査
や
治
療
が
受
け
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
こ
の
事
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
臨
床
の
場
で
は
よ
く
遭
遇

す
る
治
療
上
の
問
題
点
に
な
り
ま
す
。

予
防
法

　

腎
臓
機
能
が
障
害
さ
れ
て
く
る
と
図
２

の
様
な
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、
食
生
活

の
改
善
や
服
薬
治
療
を
開
始
す
る
事
が
大

切
で
す
が
、
実
は
先
に
挙
げ
た
原
因
と
な

る
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
極
め
て
重
要

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

134

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：刀禰　尚
たかし

専門：内科
　　　循環器科
　　　透析

腎
臓
を
守
る
た
め
に

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
腎
臓
は
尿
を
作
る
臓
器
で
す
。

で
も
、
実
は
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
腎
臓
を
ど
う
し
た
ら
傷
め
ず
に
済
む
の
か
と
い
う
お
話
で
す
。

ま
と
め

　

腎
臓
病
の
主
な
原
因
は
糖
尿
病
や
高
血

圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
す
。

　

腎
臓
を
傷
め
な
い
た
め
に
は
、
一
に
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
二
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
塩
分
の
過
剰
摂
取
を
控
え
て
、
三

に
適
度
な
運
動
を
習
慣
付
け
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
腎
臓
が
痛
ん
で
い
る
か
も
と

思
っ
た
ら
、
お
近
く
の
医
療
機
関
で
尿
と

血
液
の
検
査
を
受
け
、
基
礎
疾
患
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
含
め
て
適
切
な
指
導
や
治
療

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

図１

図２

図３
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
用
品
等
を

貸
し
出
し
ま
す

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
川
上
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
次

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
行
事
等
で
活
用
す

る
ほ
か
、貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

▽
会
議
用
長
机
、
▽
移
動
用
拡
声

設
備
、
▽
テ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

川
上
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

事
務
局
（
５
４
・
２
１
２
１
）

川
上
探
訪
ツ
ア
ー

～
秋
の
紅
葉
巡
り
～

　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

長
門
峡
を
散
策
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

８
時
45
分
～
午
後
４
時
（
市
役
所

本
庁
正
面
玄
関
に
集
合
）

■
内
容　

長
門
峡
散
策
（
山
口

市
阿
東
側
か
ら
川
上
竜り
ゅ
う
ぐ
う
ぶ
ち

宮
淵
ま

で
）、
萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
長
門
峡

遊
歩
道
を
歩
け
る
方
（
約
５
㎞
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物

■
参
加
料　

１
２
０
０
円
（
遊
覧

船
乗
船
代
）

■
申
込
期
間　

10
月
20
日
～
25
日

主
催
・
申
し
込
み

川
上
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門

（
５
４
・
２
１
２
１
）

萩
・
津
和
野
線
道
路
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

　

萩
・
津
和
野
線
の
整
備
状
況
と

沿
線
の
名
所
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
30
日
（
水
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
乗
車
箇
所　

市
役
所
前
庭
、
道

の
駅
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
、
道
の
駅

う
り
坊
の
郷katam

ata

※
参
加
者
に
、
別
途
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者　

18
歳
以
上
の
市
民

■
内
容　

沿
線
の
道
の
駅
を
経
由

し
、
津
和
野
町
内
で
昼
食
。
平
成

27
年
４
月
に
日
本
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
「
津
和
野
今こ
ん
じ
ゃ
く昔

～
百ひ
ゃ
っ
け
い
ず

景
図

を
歩
く
～
」
な
ど
を
散
策

■
定
員　

40
人
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

■
申
込
方
法　

11
月
10
日
ま
で

に
、
土
木
課
、
各
総
合
事
務
所
産

業
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
を
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■
主
催　

萩
・
津
和
野
線
道
路
改

良
促
進
期
成
同
盟
会

申
し
込
み

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
２
・
２
２
８
３
）

長
門
峡
ジ
オ
ウ
ォ
ー
ク

　

萩
市
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
て
い
る
名
勝
長
門
峡
の

美
し
い
渓
谷
を
巡
り
、
色
鮮
や
か

な
紅
葉
が
堪
能
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

９
時
40
分
～
午
後
３
時
頃

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

■
行
程　

萩
駅（
集
合
）→
バ
ス

で
移
動
→
道
の
駅「
長
門
峡
」→

竜り
ゅ
う
ぐ
う
ぶ
ち

宮
淵
駐
車
場（
昼
食
）→
バ
ス

で
移
動
→
萩
駅（
解
散
）

■
参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
代
、

資
料
代
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
ま
た
は
竜
宮

淵
駐
車
場
周
辺
の
飲
食
店
。

申
し
込
み

11
月
11
日
ま
で
に
、
観
光
課
（
２

５
・
３
１
３
９
）、
ま
た
は
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
可

　
　
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

調
理
台
、
本
棚
、
テ
レ
ビ
台
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
タ
イ
ル
地
の
流
し
台
、
ソ

フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
、
整
理
棚
、
籐
の

ワ
ゴ
ン
ポ
ッ
ド
台
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

マ
シ
ン
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
、
二
段

ベ
ッ
ド
、
ド
レ
ッ
サ
ー
２
台
、
学

習
机
２
台
、
収
納
ケ
ー
ス
、
下
駄

箱
、
タ
ン
ス
、
室
内
用
物
干
、
空

気
清
浄
機
、赤
ち
ゃ
ん
用
歩
行
器
、

綿
布
団
２
組
、
木
型
レ
ン
ジ
台

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

萩
東
中
男
子
夏
服
一
式
（
１
６
０

cm
前
後
）、
縫
い
糸
、
刺
繍
糸
、

ミ
シ
ン
糸
、
50
㏄
バ
イ
ク
、
冷
蔵

庫
、
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
作
り
講
座

■
と
き　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
ク
リ
ス

マ
ス
小
物
を
作
る

■
定
員　

30
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日
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ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員

（
嘱
託
職
員
）

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け

て
、
地
球
科
学
、
地
理
学
等
の
専

門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
場
所　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

課■
職
務
内
容　

①
萩
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
エ
リ
ア
に
お
け
る
大
地
の
遺

産
に
関
す
る
学
術
的
情
報
の
把
握

お
よ
び
調
査
研
究
、
②
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
の
諸
準

備
、
③
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進

協
議
会
が
行
う
大
地
の
遺
産
の
保

護
、
普
及
啓
発
、
調
査
研
究
、
地

域
振
興
等
の
業
務

■
報
酬　

月
額
33
万
円
（
社
会
保

険
、
雇
用
保
険
、
公
務
災
害
補
償

あ
り
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
休
日　

土
・
日
曜
日
、祝
日
、年

末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
応
募
資
格　

①
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方
、
②

大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た

方
で
、
地
球
科
学
ま
た
は
地
理
学

に
関
す
る
分
野
を
専
攻
し
た
方
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
、
③

普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
、
④
エ

ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
用
で
き
る
方
、
⑤
市
税

等
の
滞
納
の
な
い
方

■
雇
用
期
間　

採
用
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
、
最
大

５
年
）

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
提
出
書
類　

市
販
の
履
歴
書
、

大
学
院
修
了
証
明
書
の
写
し
、
小

論
文
（
テ
ー
マ
「
萩
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
で
や
り
た
い
こ
と
」、

１
２
０
０
字
程
度
）、
総
務
課
備

え
付
け
の
市
税
等
の
収
納
状
況
確

認
の
同
意
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
募
集
期
間　

募
集
人
員
に
達
す

る
ま
で

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
人
事
係
（
２
５
・
１
２
３
９
）

明
る
く
楽
し
い
介
護
川
柳

　

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す
。

　

介
護
の
中
で
ふ
と
感
じ
る
気
持

ち
や
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
幸
せ
を
感
じ
た
り
、
普
段
は

言
え
な
い
こ
と
な
ど
を
詠
っ
た
川

柳
を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
市
内
の
小
中

学
生
）

・
一
般
の
部
（
市
内
在
住
、通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
）

■
表
彰　

高
齢
者
虐
待
防
止
研
修

会
で
表
彰

■
応
募
方
法　

12
月
12
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
１
人
２
句
ま

で
（
自
作
で
未
発
表
の
も
の
）
と
、

住
所
、
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
電
話

番
号
、
学
校
名
と
学
年
（
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
の
み
）
を
記
入
し
持
参
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
４
１　

萩
市
江

向
３
５
６
︲
３　

萩
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
２
・
２
０
２
６
）

恋こ
い
か
つ活

パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者

萩
市
出
会
い
の
場
づ
く
り
応
援
事

業
〜
は
ぎ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜

　

少
子
化
対
策
事
業
と
し
て
、
独

身
男
女
に
新
た
な
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
楽
し
い
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

７
時
〜
９
時
（
受
付  

午
後
６
時

30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

萩
本
陣

■
内
容　

会
話
の
時
間
を
た
く
さ

ん
と
っ
て
気
楽
に
安
心
し
て
参
加

で
き
る
パ
ー
テ
ィ
ー
。
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
は
非
公
開

■
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
ま

た
は
将
来
萩
市
に
住
む
希
望
が
あ

る
20
〜
45
歳
の
独
身
者

■
定
員　

60
人
（
男
性
30
人
、女

性
30
人
、応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

■
参
加
料　

男
性
３
０
０
０
円
、

女
性
２
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

11
月
30
日
ま
で
に
、
萩
商
工
会
議

所
（
２
５
・
３
３
３
３
）
横
見
へ

「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

鑑
賞
会
　

　

萩
が
舞
台
の
映
画
「
八
重
子
の

ハ
ミ
ン
グ
」
を
鑑
賞
後
、
介
護
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
と
き　

11
月
17
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
集
合
）→
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ（
鑑
賞
）

→
萩
観
光
ホ
テ
ル（
昼
食・座
談
会
）

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
料　

１
２
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

10
月
31
日
ま
で
に
、萩
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
観
劇
会

■
と
き　

11
月
１
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

劇
団
バ
ク
に
よ
る
劇

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
25
日

○
子
育
て
誕
生
会

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

劇
ほ
か

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

11
月
４
日

申
し
込
み

日
の
丸
保
育
園
内
萩
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
４
４
８
８
）

萩
海
運
の
委
託
職
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
業
務
内
容　

乗
船
券
の
販
売
、

貨
物
の
受
付
ほ
か
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主
催
・
問
い
合
わ
せ

「
い
い
お
産
の
日
」
実
行
委
員
会

（
０
９
０
・
３
３
７
５
・
６
６
９
６
）

沖
野

講
演
会

「
松
陰
先
生
の
ふ
る
さ
と
」

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

※
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
。開

始
ま
で
は
新
築
の
立り
っ
し
で
ん

志
殿
を
見
学

可
。

■
と
こ
ろ　

松
陰
神
社
立
志
殿

■
演
題
・
講
師

▽
「
松
陰
神
社
付
近
の
地
形
に
つ

い
て
」
林
祥よ
し
ひ
こ
彦
、
▽
「
松
陰
先
生

誕
生
地
に
立
ち
て
」
児こ
だ
ま玉
明
、
▽

「
松
下
村
塾
と
塾
生
に
つ
い
て
」

松
田
輝て
る
お夫

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

11
月
７
日
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
ま
た
は
ハ

ガ
キ
を
郵
送
。

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市

椿
東
１
５
３
７ 

松
陰
神
社
社
務

所
内 

維
新
の
里
づ
く
り
協
議

会
（
２
２
・
４
６
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
２
・
４
２
８
２
）

■
勤
務
場
所　

萩
海
運
本
社
（
東

浜
崎
町
）

■
待
遇　

委
託
料
等
は
会
社
規
定

に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
方
法　

11
月
20
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
２
４　

萩
市
東

浜
崎
町
１
３
９
︲
１　

萩
海
運

（
２
５
・
２
０
４
０
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ち
は
る
え
ん
の
介
護
職
員

■
募
集
職
種　

介
護
職
員

■
採
用
予
定
人
数　

正
規
職
員
、

臨
時
職
員　

い
ず
れ
も
若
干
名

■
選
考
方
法　

面
接
（
随
時
）

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
４
︲
０
４
１
１　

萩
市
明

木
４
７
８
１　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ち
は
る
え
ん（
５
５
・
０
３
３

３
）

男
だ
け
の
介
護
教
室

　

男
性
の
方
を
対
象
に
介
護
教
室

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
で

お
悩
み
の
方
へ

　

正
し
い
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
27
日
（
木
）、
11

月
10
日
（
木
）、
12
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
11
月
10
日
）、
長
門
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
10
月
27
日
、
12
月

15
日
）

■
講
師　

臨
床
心
理
士
、
ひ
き
こ

も
り
経
験
者
の
家
族

■
対
象
者　

自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
、

家
族
以
外
の
親
密
な
対
人
関
係
が

築
け
な
い
と
い
っ
た
「
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
」
で
お
悩
み
の
ご
家
族

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

10
月
26
日
ま
で
に
、萩
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
２
６
６
７
）へ

健
康
キ
ー
プ
体
操
体
験
講
座

　

身
体
を
健
康
に
維
持
し
て
い
く

た
め
の
体
操
講
座
で
す
。

■
と
き　

10
月
29
日
（
土
）

▽
第
１
回　

午
前
10
時
～
10
時
50

分
、
▽
第
２
回　

午
後
１
時
30
分

～
２
時
20
分
、
▽
第
３
回　

午
後

３
時
～
３
時
50
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
講
師　

竹
村
ま
さ
ひ
ろ
（
健
康

運
動
指
導
士
）

■
定
員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

各
回
５
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

10
月
25
日
ま
で
に
、
サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）
へ

「
い
い
お
産
の
日
」
２
０
１

６
in
萩

　

11
月
３
日
は
、「
い
い
お
産
の

日
」
で
す
。
今
年
は
、「
私
の
命

は
宝
も
の 

み
ん
な
の
命
も
宝
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

児
童
館

■
内
容　

講
演
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ

ク
ス
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験

（
要
予
約
・
先
着
20
人
）、
癒
し
・

展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

■
講
演　
「
自
分
の
身
体
と
向
き

合
お
う
」
河
か
わ
む
ら邑

和か
ず
ひ
ろ

弘
（
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
）、「
い
の
ち
の
講
座
～

い
の
ち
の
大
切
さ 

い
の
ち
の
始

ま
り
～
」（
小
学
生
対
象
）

を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
20
日
（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

現
在
介
護
を
し
て
い

る
、
ま
た
は
介
護
方
法
に
つ
い
て

知
り
た
い
男
性
の
方

■
参
加
料　

８
０
０
円

申
し
込
み

10
月
18
日
ま
で
に
、萩
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）へ

秋
の
夜
空
と
天
王
星
・
海

王
星
を
見
よ
う

■
と
き　

10
月
21
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
～
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
望

室
（
出
入
口
は
、
博
物
館
北
側
の

職
員
通
用
口
。
自
動
車
の
方
は
職

員
駐
車
場
へ
駐
車
）

■
内
容　

地
球
か
ら
見
や
す
い
位

置
と
な
っ
た
天
王
星
・
海
王
星
、

ペ
ガ
ス
ス
の
大
四
辺
形
な
ど
秋
の

星
座
な
ど
を
観
望

■
講
師　

吉
田
恭
き
ょ
う
い
ち一・
廣
ひ
ろ
か
ね兼
哲て
つ
ろ
う朗

（
萩
博
物
館
天
文
指
導
員
）

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）
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萩
図
書
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
（
下
半
期
）

　

幅
広
い
分
野
の
講
話
と
懇
談
を

楽
し
め
ま
す
。

■
と
き　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
定
員　

30
人
（
申
込
不
要
）

■
受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
と
き　

10
月
22
日
（
土
）
午
前

（
２
５
・
２
６
６
６
）

萩
市
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
～

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性

■
チ
ー
ム
編
成　

行
政
区
単
位
で

編
成
。
た
だ
し
、
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区
と

の
混
成
出
場
可（
萩
地
域
以
外
は
、

地
域
単
位
で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）。

25
歳
以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
。

■
申
込
方
法　

11
月
７
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

秋
の
運
航
開
始

　

阿
武
川
ダ
ム
湖
の
湖
面
か
ら
眺

め
る
、
風
光
明
媚
な
秋
の
景
色
が

楽
し
め
ま
す
。
船
頭
に
よ
る
川
上

１
時
40
分
～
２
時
40
分

■
と
こ
ろ　

萩
市
地
域
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
町
）

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
等

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医　■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

11
月
２
日
ま
で
に
、
福
祉
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

薬
と
健
康
の
週
間

　

山
口
県
と
山
口
県
薬
剤
師
会

は
、
10
月
17
日
～
23
日
を
医
薬
品

等
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
た

め
に
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

○
「
薬
の
相
談
室
」
に
よ
る
電
話

相
談

　

山
口
県
薬
剤
師
会
で
は
電
話
に

よ
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
日
時　

平
日
の
午
前
９
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号

０
８
３
・
９
２
３
・
１い
い
く
す
り
ー

１
９
３

問
い
合
わ
せ

萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

開催日 内容 講師

11月5日
（土）

くらしを支え
る税〜税のよ
もやま話〜

知
ち け ん じ

見寺 仁
ひとし

（萩税務署長）

11月26
日

（土）
漢方・落語・ク
ラシック

村岡逸
いつろう

朗
（長

ちょうぜんどう

全堂薬局 漢方
薬・生薬認定薬剤師）

2月25日
（土）

自分らしく生き
るってどういう
ことですか？

木原史
し ろ う

郎
（喫茶俗

ぞくじんあん

塵庵サワモ
ト 店主）

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
相
談
内
容　

相
続
、遺
言
、自
動

車
、建
設
業
、法
人
設
立
、契
約
、示

談
、内
容
証
明
、農
地
転
用
、公
正

証
書
、営
業
許
可
、国
際
業
務
、成

年
後
見
、産
業
廃
棄
物
、交
通
事

故
、告
訴
状
、著
作
権
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
行
政
書
士
会
萩
支
部

（
２
５
・
３
４
４
２
）
三
好

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電

話
相
談
会

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

■
相
談
内
容　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等
の
多
重
債
務
、

相
続
登
記
な
ど
の
相
続
問
題
、
空

屋
問
題
（
空
屋
の
管
理
処
分
、
近

所
の
空
屋
の
放
置
に
よ
る
被
害
・

迷
惑
）
な
ど

■
相
談
受
付
電
話
番
号

０
１
２
０
・
０
０
３
・
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
０
８
２
７
・
２
１
・
４
８
０
１
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

11
月
17
日
（
木
）
午
後

地
域
に
伝
わ
る
阿
武
川
平
家
伝
説

の
ガ
イ
ド
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

■
運
航
期
間　

10
月
29
日（
土
）～

11
月
27
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後

４
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
湖
面
の
水
位
や
天
候
に
よ
り
運

休
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
（
０
９

０
・
４
１
０
４
・
４
９
２
４
）、
萩

八
景
遊
覧
船
（
２
１
・
７
７
０
８
）

萩
に
由
来
す
る
国
の
重
要

文
化
財
の
複
製
品
を
展
示

　

多た

お越
神
社
は
、
城
下
町
の
建
設

以
前
は
、山
口
市
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
に
奉
納
さ
れ
た
鰐わ
に
ぐ
ち口

（
神

社
の
軒
先
に
吊
ら
れ
、
縄
を
振
っ

て
打
ち
鳴
ら
す
道
具
）
は
、現
在
、

※割引料金：「20人以上の団体」

コース
乗船料

料金
区分

佐
さ ざ れ

々連コース
（約 50 分）

重
じゅうべいいわ

塀岩コース
（約 90 分）

大人
（中学生以上）

通常
料金 1,200 円 2,000 円

割引
料金 1,000 円 1,500 円

小人
（小学生以下）

通常
料金 600 円

割引
料金 500 円

３歳未満 無料
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■
定
員　

各
便
25
人
（
先
着
順
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

10
月
20
日
ま
で
に
、
福
栄
文
化

遺
産
活
用
保
存
会
（
紫
福
支
所
）

（
５
３
・
０
１
２
１
）
へ

た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
結ゆ
い

ま

つ
り
２
０
１
６

　

市
民
活
動
団
体
と
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
団
体
の
活
動

発
表
や
出
展
等
を
行
う「
結
ま
つ

り
」と「
た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」を
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

■
内
容　

活
動
発
表
会
、ダ
ン
ス
、

蒸
気
ま
ん
じ
ゅ
う
・
萩
焼
な
ど
各

種
団
体
に
よ
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

呈
茶
席
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
＆
無
料
体
験
、

手
作
り
パ
ン
・
弁
当
販
売
、
仮
装

＆
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
（
小
学
生
以
下
先
着

１
０
０
人
無
料
）、
大
く
じ
引
き

大
会
（
特
賞
は
萩
・
石
見
空
港
東

京
往
復
ペ
ア
航
空
券
）
な
ど

※
く
じ
引
き
大
会
の
く
じ
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
配

布
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙

（
４
カ
所
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た

も
の
）
と
引
き
換
え
。

〇
参
加
者
募
集

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
】
午

前
11
時
～
（
申
込
不
要
、
午
前
10

時
50
分
ま
で
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
２
０
１

に
集
合
）

【
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
】
午
後
３
時

10
分
～
（
参
加
無
料
、
申
込
不
要

午
後
２
時
40
分
ま
で
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ

２
０
１
ス
テ
ー
ジ
裏
に
集
合
）

■
主
催　

た
ま
ち
秋
の
収
穫
祭
＆

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
結
ま
つ
り

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」

（
２
４
・
０
１
６
１
）

奈
良
国
立
博
物
館
に
収
納
さ
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
有
志
に
よ

り
こ
の
鰐
口
の
原
寸
複
製
品
が
作

製
さ
れ
、
多
越
神
社
の
拝
殿
内
に

常
設
展
示
さ
れ
、
奉
納
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

■
と
き  

10
月
22
日
（
土
）
午
前

11
時
～

■
と
こ
ろ  

多
越
神
社
（
塩
屋
町
）

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
２
５
・
３
２
９
９
）

秋
の
園
芸
展

■
と
き  

10
月
22
日
（
土
）
～
23

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ  

市
民
館

※
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
園
芸
友
の
会（
２
２
・７
３
０
２
）

佐
々
木

世
界
遺
産
登
録
１
周
年

秋
の
た
た
ら
ま
つ
り

　

世
界
遺
産
登
録
１
周
年
を
迎
え

た
、
構
成
資
産
の
「
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た

ら
製
鉄
遺
跡
」
が
あ
る
紫
福
地
区

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄

遺
跡
周
辺

■
内
容　

▽
講
演
・
ガ
イ
ド
（
①

午
前
10
時
45
分
～
、
②
午
後
０
時

30
分
～
）
講
師　

渡
辺
一か
ず
お雄

（
私

立
梅
光
学
院
大
学
教
授
）

▽
太
鼓
演
奏
等
（
紫
福
保
育
園
、

福
栄
小
中
学
校
、
大
板
山
た
た
ら

太
鼓
同
好
会
）、
体
験
イ
ベ
ン
ト

（
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
作
り
等
）、
特

産
品
販
売
（
た
た
ら
丙
辰
丸
饅
頭

等
）、
も
ち
ま
き

※
大
板
山
た
た
ら
太
鼓
同
好
会
20

周
年
記
念
行
事
と
共
催
。

※
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
同
時
開
催
。

○
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行

　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
ま
つ
り
会
場
ま
で
、
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
行
程

▽
１
便　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前

午
前
９
時
50
分
発
（
受
付 

午
前

９
時
30
分
～
）、
ま
つ
り
会
場
午

後
０
時
30
分
発

▽
２
便　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前

午
前
11
時
30
分
発
（
受
付 

午
前

11
時
10
分
～
）、
ま
つ
り
会
場
午

後
２
時
10
分
発

※
所
要
時
間
40
分

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

山
口
県
の
伝
統
工
芸
と
し
て
知

ら
れ
る
赤
間
硯
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。赤あ
か
ま
が
せ
き

間
関
（
下
関
市
）で
つ

く
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
赤
間
関
硯

と
も
呼
ば
れ
る
「
赤
間
硯
」は
、そ

の
起
源
が
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
遡

る
と
さ
れ
、江
戸
時
代
に
は
大
森

家
が
長
府
藩
の
御
用
硯
師
を
務
め

る
な
ど
、質
の
高
い
作
硯
技
術
を

発
達
さ
せ
、実
用
的
な
書
硯
か
ら

鑑
賞
硯
ま
で
幅
広
く
制
作
さ
れ
て

き
ま
し
た
。本
展
で
は
、近
世
赤
間

関
硯
の
伝で
ん
せ
い
ひ
ん

世
品
か
ら
現
代
の

「
赤
間
硯
」ま
で
を
展
示
し
、そ
の

豊
か
な
造
形
性
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
観
覧
料　

一
般
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
70
歳
以
上
と
18
歳 10

月
18
日（
火
）〜
29
年
１
月
15
日（
日
）

す
み
す
り

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展
Ⅱ
「
赤
間
硯
の
造
形
」

以
下
は
無
料

▽
休
館
日　

10
月
31
日
（
月
）、
11

月
７
日
（
月
）、
11
月
21
日
（
月
）、

12
月
12
日
（
月
）、
12
月
26
日
（
月
）

～
29
年
１
月
１
日
（
日
・
祝
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
。

■
と
き　

11
月
13
日
、
12
月
11
日

（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
午
前
11
時

～
正
午

■
と
こ
ろ　

陶
芸
館
２
階
展
示
室

※
観
覧
券
が
必
要
。

堀
ほ り お た く じ

尾卓司「すみすり」
昭和 54 年（1979）
山口県立萩美術館・浦上記念館蔵
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老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
・
発

表
会

○
作
品
展

■
と
き　

10
月
25
日
（
火
）
～
27

日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
25
日
は
正
午
～
、
27
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

会
員
が
制
作
し
た
工
芸

作
品
等
の
展
示

○
発
表
会

■
と
き　

10
月
27
日
（
木
）
午
後

１
時
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

褒
状
表
彰
、合
唱
、フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
舞
踊
、
銭
太
鼓
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
２
５
・
２
４
８
８
）

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
萩
・
長
門

地
域
児
童
作
品
展

　

阿
武
・
萩
・
長
門
地
域
の
小
学

児
童
の
絵
画
、
版
画
展
で
す
。

■
と
き　

10
月
29
日
（
土
）、
30

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
30
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
萩
・
長
門
地
域
児

童
作
品
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
２
２
・
３
３
４
６
）
山
本

萩
・
木
間
の
里
音
楽
祭

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ　

木
間
小
・
中
学
校
体

育
館

■
内
容　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ピ
ア

ノ
、
オ
カ
リ
ナ
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
二に

こ胡
、
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、

コ
ー
ラ
ス
等

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
木
間
の
里
音
楽
祭
実
行
委
員

会
（
２
７
・
０
５
３
０
）
吉
岡

福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き■
内
容　

入
居
者
作
品
展
、
即
売

会
、
屋
台
、
ゲ
ー
ム
各
種
、
餅
ま

き
大
会
な
ど

※
雨
天
時
は
一
部
変
更
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
複
合
施
設
つ
ば
き

（
２
４
・
４
１
２
８
）

萩
市
民
音
楽
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

小
・
中
学
校
、
高
校
、

一
般
の
各
部
門
で
、
コ
ン
ク
ー
ル

等
入
賞
者
の
演
奏
、
市
内
音
楽
団

体
に
よ
る
演
奏

■
記
念
演
奏　

和
太
鼓
（
今い
ま
ふ
く
ざ
福
座
）

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
会
員
、

高
校
生
以
下
無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会

（
２
６
・
３
５
１
０
）
宮
木

や
ま
ぐ
ち
教
育
の
日

教
育
県
民
大
会
萩
大
会

　
「
明
日
を
拓
く
～
信
頼
の
絆
を

紡つ
む

ぐ
～
」
を
大
会
主
題
と
し
て
、

松
陰
先
生
の
教
育
精
神
を
生
か

し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
り
一
人
ひ
と
り
が
協
働

し
合
っ
て
温
か
い
故
郷
を
つ
く
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時
５
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

12
月
４
日（
日
）ま
で

秋
期
企
画
展

江
戸
時
代
の
科
学
と
技
術

ー
天
文
・
医
学
・
機か

ら
く
り巧

ー

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

【
其
壱
】
天
地
を
知
る

　

江
戸
時
代
、
人
々
は
星
を
見
て

何
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
類
は
太
古
か
ら
星
空
を
眺

め
、
有
史
以
来
、
天
文
・
暦
学
を

発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
支
配
者

の
王
族
た
ち
は
、
安
定
的
な
農
業

生
産
を
確
保
す
る
た
め
、
暦
の
制

定
に
力
を
入
れ
た
の
で
す
。　
　

　

日
本
は
古
代
に
中
国
の
暦
を
導

入
し
ま
し
た
が
、江
戸
時
代
前
期
、

渋し
ぶ
か
わ川
春は
る
み海
が
天
体
を
観
測
し
て

日
本
で
最
初
の
暦
を
作
り
、
幕
府

が
そ
れ
を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、

天
体
観
測
は
暦
の
作
成
だ
け
で
な

く
、
自
ら
の
現
在
地
を
確
か
め
る

こ
と
も
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

本
展
示
で
は
天
体
観
測
用
の
器

具
類
や
、
天
球
儀
、
地
球
儀
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※
会
期
中
無
休
。

天
体
の
高
度
を
測
る
た
め
の
器
具

「
六
分
儀
」（
小
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
担
当
の
道ど
う
さ
こ
し
ん
ご

迫
真
吾
主
任

学
芸
員
が
展
示
解
説
を
行
い
ま

す
。

■
と
き　

10
月
22
日
、
11
月
５

日
、
12
月
３
日
（
い
ず
れ
も
土

曜
日
）
午
後
２
時
～

■
参
加
料　

無
料
（
観
覧
料
が

必
要
）

※
開
始
時
間
の
５
分
前
に
企
画

展
示
室
入
口
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
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○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
子
ど
も

詩
吟
、
松
陰
先
生
の
心
を
詠う
た

う
」

（
明
倫
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教

室
）

○
表
彰
「
金
子
み
す
ゞ
賞
」
童
謡

入
選
者
表
彰
・
朗
読
、「
わ
た
し

の
志
」
作
文
入
選
者
表
彰
・
朗
読

○
実
践
発
表
「
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
絆
を
深
め
、
連
携
・
協
働

し
て
子
ど
も
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
」（
椿

東
小
学
校
）

○
記
念
講
演
「
吉
田
松
陰
の
強
烈

な
魅
力
」
講
師
・
一
い
ち
さ
か坂

太
郎
（
萩

博
物
館
特
別
学
芸
員
）

■
入
場
料　

無
料　
　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
教
育
会
ほ
か
24
団
体

（
２
５
・
７
５
４
８
）
鈴
木

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）、
13

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
、市
民
館
、

田
町
商
店
街

■
内
容　

萩
の
特
産
品
販
売
約
１

０
０
店
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

萩
時
代
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

８
時
～

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
～
金
谷
神

社
、
萩
城
跡
ほ
か

■
内
容　

萩
大
名
行
列
（
平
安
古

備
組
、
古
萩
町
大
名
行
列
、
午
前

８
時
～
）、萩
時
代
パ
レ
ー
ド
（
正

午
～
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

【
萩
図
書
館
】

○
図
書
館
ま
つ
り

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
内
容　

▽
絵
本
カ
バ
ー
で
バ
ッ

ク
を
つ
く
ろ
う
！
（
午
前
10
時
～

正
午
）、▽
電
子
図
書
館
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
（
午
前
10
時
～
正
午
）、
▽

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
（
午
前

11
時
～
11
時
30
分
）、
▽
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
（
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
発
表
者
・
観
戦
者
募
集
中
）、

▽
お
は
な
し
会
（
午
後
２
時
30
分

～
３
時
）

○
ぶ
ら
り 

ぶ
ら
い
ん
ど 

ぶ
っ
く         

ま
ー
け
っ
と

■
と
き　

10
月
１
日
（
土
）
～
11

月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後

９
時

■
内
容　

本
の
交
換
会

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
須
佐
図
書
館
】

○
ま
な
ぼ
う
館
古
本
市

■
と
き　

10
月
29
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
内
容　

▽
古
本
の
無
料
提
供
、

▽
雑
誌
ふ
ろ
く
釣
り
（
９
時
30
分

～
無
く
な
り
次
第
終
了
）

○
ま
な
ぼ
う
館
工
作
会　

10
分
で

で
き
る
！
豆
ノ
ー
ト

■
と
き　

10
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
５
時

■
内
容　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
ノ
ー
ト
作
り

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

○
ま
な
ぼ
う
館
体
験
教
室　

ブ
ッ

ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
と
き　

10
月
30
日
（
日
）
～
11

月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

■
内
容　

自
分
の
持
っ
て
い
る
本

に
本
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
か
け
る
体

験■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
持
参
物　

本
（
３
冊
ま
で
）

【
明
木
図
書
館
】

○
古
本
市

■
と
き　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

古
本
等
を
無
料
提
供
。

「
松
林
桂
月
写
真
展
」
も
同
時
開

催〇
図
書
展
示
『
図
書
館
だ
よ
り
』

で
紹
介
し
た
本

■
と
き　

10
月
４
日
（
火
）
～
11

月
30
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分

■
内
容　

萩
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
図
書
館
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
た

本
を
展
示

〇
い
ざ
、
読
書
。
絵
本
お
す
す
め

大
会

■
と
き　

11
月
２
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
～

■
内
容　

ペ
ア
を
組
ん
で
、
お
互

い
に
相
手
に
あ
っ
た
絵
本
を
紹
介

し
合
う

■
対
象
者　

小
学
生

〇
図
書
館
の
ヒ
ミ
ツ
体
験

■
と
き　

11
月
９
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
～

■
内
容　

明
木
図
書
館
の
書
庫
探

検
や
、
振
子
時
計
の
ネ
ジ
巻
き
な

ど
、
普
段
で
き
な
い
ヒ
ミ
ツ
の
体

験
を
す
る

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
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０
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０
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）

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○シン・ゴジラ
○青空エール
○ペット
○八重子のハミング

上映中〜11/4
上映中〜10/21
上映中〜10/28

10/29〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内
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毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館
毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館
開催中〜11/30㊌
ぶらり ぶらいんど ぶっくまーけっと 9:00〜 萩図書館

18㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
19㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
26㊌「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
28㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館

29㊏ まなぼう館 「古本市」「工作会
10分でできる！豆ノート」 9:30〜 須佐図書館

30㊐
萩図書館まつり 10:00〜 萩図書館
まなぼう館 体験教室　ブック
コーティング（〜11/10㊍） 9:30〜 須佐図書館

【休館日】 須佐図書館：17㊊、19㊌、24㊊、31㊊
   　　　明木図書館：17㊊、24㊊、31㊊

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ

10:00〜むつみ農村環境改善セ
●のびのび会
●乳児相談（要予約）

毎週㊌
19 ㊌

9:00〜川上保セ
10:00〜旭活性化セ

　川上ヘルシー教室
　健康ウォーキング（佐々並）

19 ㊌
25 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30〜弥富公民館

10:00〜田万川保セ
9:30〜須佐保セ

13:00〜田万川保セ
10:00〜田万川保セ
10:00〜田万川保セ
9:30〜田万川保セ

10:00〜田万川保セ
14:00〜須佐保セ
9:30〜弥富公民館

　弥富ウエルネス教室
　健康ちょきん教室
　元気もりもり体操会
●1歳6か月・3歳児健康診査
　すくすく相談・育児学級
　おや自炊教室
　献血
　エアロビクス講座
　みんなの健康運動教室
　弥富ジオ・ウォーキング

17 ㊊
18 ㊋
20 ㊍

21 ㊎
26 ㊌
27 ㊍
28 ㊎

29 ㊏

萩健康福祉センター ☎25・2667

17 ㊊
19 ㊌
26 ㊌

　乳幼児発達クリニック
　心の健康相談（要予約）
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）

13:00 〜
13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

19:00〜大島公民館
13:30〜御許町公会堂

13:00〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜浜崎みんなの家
13:30〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

10:00 〜市民体育館
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜堀内公会堂

10:30 〜中央公園
8:30 〜萩市保セ

16 ㊐
17 ㊊
19 ㊌
20 ㊍

25 ㊋

26 ㊌
27 ㊍

28 ㊎

30 ㊐

　大島男性・婦人健康料理教室
　御許町健康教室
●1歳6か月児健康診査
●10か月児健康相談
　浜崎たまちゃん体操会
　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●3歳児健康診査
●子育て輪作り大運動会
●5か月児健康相談
　堀内健康教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　子宮がん・乳がん検診

16㊐

萩市民秋季ソフトボール大会（10/23）
8:30〜萩スポーツ広場

須佐地区体育大会　　9:00〜育英小学校グラウンド
福栄地域 福栄大運動会　9:00〜福栄小中グラウンド
YFAフットサルフェスティバル2016はぎ（U-10、U-8）

9:00〜市民体育館
山口県小学生バレーボール選手権大会萩ブロック
大会　　　　　　　　　　　　　9:00〜椿西小体育館

20㊍ 萩市バドミントン教室（〜11/24、全10回）
19:30〜市民体育館

22㊏
中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会（〜10/23）

9:30〜市民体育館、椿西小体育館
佐々並地区三世代交流グラウンドゴルフ大会

13:30〜佐々並小学校運動場

23㊐

田万川スポーツ少年団招待野球大会
8:30〜田万川グラウンド

田万川地域 親睦ゴルフ大会
8:40〜萩石見カントリー倶楽部

萩市長杯兼萩オープンテニスシングルス大会（秋季）
9:00〜萩市テニスコート

25㊋ 萩グラウンド・ゴルフ秋季会長杯
8:30〜萩スポーツ広場

27㊍ 萩ブロック親善ゲートボール大会（秋）
9:00〜萩甲子園球場

28㊎ むつみ地域 職域・ふれあいソフトバレーボール大
会　　　　19:30〜むつみB&G海洋センター体育館

30㊐ 山口県ママさんバレーボール会長杯大会
9:00〜市民体育館、椿西小体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
19㊌ 元気な時にかかる医者 10:30〜11:30 
20㊍ 子育て応援講座（適量ってなぁに？） 10:30〜12:00 
22㊏、30㊐ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

26㊌ 国際交流員ティリーとあそぼ
（子ども図書館） 16:00〜

27㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
28㊎ だんすダンス！ 19:00〜20：00

29㊏
おもしろ科学教室 液体窒素〜極低温
の世界〜（定員：30人、要申込、参加料：無
料）

13:30〜15:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
18㊋、25㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
18㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30
25㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（移動動物園） 10:30〜14:30
25㊋ 発達相談日 11:30〜15:00
◆萩幼稚園（22・0775）
18㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11:30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

26㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープ
サート、パネルシアターなど

10:00〜11：30
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※小児科は、31日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

日月火水木金土

2 3 54 7 8
9 10 13

19 20
11 15

16 17
14

18
23 24

22
12

26 2725
21

6

2829
30

1

31

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

16日㊐
23日㊐
30日㊐

［内（外）科］
［内（外）科］
［内（外）科］

齋藤（阿武町）
休日急患診療セ
休日急患診療セ

08388・2・2838
26・1397
26・1397

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊐
●萩わんぱく広場　　　　　　　　　　（9:30〜/中央公園、児童館、萩わんぱーく） 内科（外科）・歯科
●萩市美術展 （10:00〜/市民館）休日急患診療センター（椿）26・1397
○道の駅「萩・さんさん三見」秋の収穫祭 （10:00〜/道の駅「萩・さんさん三見」）

17㊊
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 市原（塩屋町） 22・0184

18㊋
○県立萩美術館・浦上記念館 すみすり「赤間硯の造形」 〜1/15 外科 都志見（江向） 22・2811

（9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）内科 みやうち（椿） 25・2500
○心配ごと相談 （13:30〜/福栄農業担い手センター）
●萩・タウンミーティング（福川） （19:00〜/福栄コミュニティセンター）

19㊌
●戦没者追悼式 （10:00〜/市民館大ホール）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○年金出張相談 （10:00〜/須佐総合事務所）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

20㊍
●行政相談 外科 萩市民（椿） 25･1200

（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
●犯罪のないまちづくり県民大会 （13:30〜/市民館大ホール）

21㊎
外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

22㊏
○秋の園芸展（盆栽・おもと展） 〜23日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 柳井（橋本町） 22・0748

23㊐
○秋のたたらまつり （10:30〜/大板山たたら製鉄遺跡周辺） 内科（外科）・歯科
●ザ・チェンバーブラス〜N響金管奏者たち〜コンサート 休日急患診療センター（椿）26・1397

（15:00〜/市民館大ホール）

24㊊
●萩・タウンミーティング（紫福）　　　　　（19:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 波多野（堀内） 25・2788

25㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 兼田（吉田町） 22･1113
○萩市老人クラブ「作品展」 〜27日 （市民館小ホール）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

26㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 みやうち（椿） 25・2500

27㊍
○萩市老人クラブ発表会 （13:00〜/市民館大ホール）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

28㊎
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 市原（塩屋町） 22・0184

29㊏
○萩・長門峡観光遊覧船 秋の運航 〜11/27　　　　（9:00〜/川上・明神島運動公園）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
○MOA美術館 萩・長門地域児童作品展 〜30日　　　　（10:00〜/市民館小ホール）内科 藤原（土原） 22・0781
○萩市社会福祉大会 （13:30〜/市民館大ホール）

30㊐
○「つつじ」収穫大感謝祭 （9:00〜/農産物加工販売所「つつじ」） 内科（外科）・歯科
○道の駅まつり （9:00〜/道の駅「あさひ」）休日急患診療センター（椿）26・1397
○茶の湯文化にふれる市民講座 （13:00〜/市民館大ホール）

31㊊
●萩・タウンミーティング（弥富） （19:00〜/弥富交流促進センター）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 全真会（玉江浦） 22・4106
小児科 いわたに（椿東） 24・2100

  1㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/川上総合事務所会議室）

2 ㊌

16  →31日 日

10月

11

情報カレンダー
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■人の動き（平成28年9月末日）
人口／49,960人（前月－62）
男／22,983人（前月比－34） 女／26,977人（前月比－28）
世帯数／23,982世帯（前月比－28） 出生／20人  死亡／66

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※９月16日〜９月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi表紙 秋晴れの空の下 陶芸の村公園で
グラウンド・ゴルフ大会

　９月27 日、グラウンド・ゴルフ大会が陶芸の村公
園のグラウンド・ゴルフ専用コースで開催されまし
た。これは、平成25 年に認定された棚田コースに続
き、今年５月に、陶芸・展望コースが日本グラウンド・
ゴルフ協会の認定コースに承認されたことを記念し
た大会で、38 チーム、190 人が、秋晴れの空の下、眼
下に広がる萩の景色を眺めながら、気持ちいい汗を
流しました。

　萩藩士佐
さ

世
せ

家に生まれ、父の出役の関係で幼少期を
厚狭郡船

ふ な

木
き

（山陽小野田市）で過ごします。24 歳の安
政 4 年（1857）に萩に帰り、松下村塾に入門。その後、
洋学の修得に励みますが、文久 2 年（1862）脱藩上京
し、長

な が

井
い

雅
う

楽
た

の暗殺を図るなど尊王攘夷運動に参加し
ます。文久 3 年の 8 月 18 日の政変後、都落ちした
七
し ち

卿
きょう

の用
ようがかり

掛となり、元治元年（1864）下関で英・仏・蘭・
米の 4 ヵ国連合艦隊に応戦しました。
　慶応元年（1865）高杉晋作に協力して藩内戦で諸隊
を勝利に導き、用

よ う

所
し ょ

役
や く

右
ゆ う

筆
ひ つ

となります。その後、干
か ん

城
じょう

隊頭取や越
こ し

荷
に

方
か た

などを歴任。幕長戦争（四境戦争）
では小倉藩の降伏に尽力し、戊辰戦争では越後口総督
の参謀として長岡城の攻略に力を注ぎました。
　明治 2 年（1869）、越後府判事となり、続いて政府
の参議、兵

ひょう

部
ぶ

大
た い

輔
ふ

などを歴任しますが、新政府の政策
と意見が合わなくなり、翌年、病気を理由に辞任し、
萩に帰ります。
　明治 9 年、熊本の神

しんぷうれん

風連の乱、福岡の秋
あきづき

月の乱に
呼応し、不平士族を統率して萩に挙兵（萩の乱）するも
敗走。東京へ向かうべく越ケ浜を出港しますが、悪天
候で停泊した宇

う

龍
りゅう

港（出雲市）で捕縛、萩で処刑され
ました。

前
ま え

 原
ば ら

 一
い っ

 誠
せ い

官を辞した萩の乱の主導者

【生没年】　1834 年〜 1876 年（天保 5 〜明治 9）
【享　年】　43 歳
【誕生地】　長門国萩土原村（萩市）
【墓　所】　萩市土原（弘法寺）、萩市下田万（西法寺）

萩・幕末維新
人物ものがたり

⑦

「萩の乱」から、今年で140 年目の年となります。
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